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群星（むりぶし）とは、沖縄の方言で「昴星（すばる）」のことで「ぶりぶし」、「むるぶし」とも呼ばれています。★本誌タイトルについて★

ゆいレールの車両には様々なアイディアが隠されていることを前
回のコラムで紹介しました。第４回となる今回は、乗客の皆さ

んが普段見ることが難しい、ゆいレールの車輪と台車を取り上げます。
　ゆいレールの車両には、軌道桁の上部を走る「走行輪」と、桁の側
面の上部を支えてリードする「案内輪」、桁の側面の下部を支えて走る
「安定輪」の３種類の車輪が左右両側に装備され、安定性を保ってい
ます。このため、脱線の心配もなく、安心して乗車できます。

　走行車輪が装備されている台車は、２軸ボギー台車（※）構造となっており、電動台車と付随台車により構成
されています。走行軸と水平軸（案内輪及び安定輪）により構成され、空気バネを用いて車体を直接支持するボ
ルスタレス台車を採用しています。この機構の採用により軽量化、乗り心地の向上及び摺動部の削減による保守
性向上が図られています。（※）ボギー台車：車体に対して水平方向に回転可能な装置をもつ台車の総称。
　走行車輪はゴム製であるため、騒音がほとんどありません。また、１ヶ月ごとにタイヤの全周を入念に検査し、
タイヤの摩耗状態と走行キロ数等によりタイヤが定期的に交換されています。なお、万が一のパンクに備えて、
台車にはそれぞれの車輪に補助車輪が設置されています。
　最後にクイズを一つ。文中で紹介したゆいレールの車輪に使用されているタイヤのメーカーは全部で何社ある
でしょうか？（正解は17ページの左下にあります。）

4

車両の
ヒ・ミ・ツ

パート２

ゆいレール車両透視図

タイヤ交換の様子

付随台車

電動台車

　　

　浜比嘉島は、与勝半島（うる

ま市）の東海上に浮かぶ、人口

552 人、世帯数 264 戸（平成 21

年11月住基台帳）、面積 2.09㎢

の島です。平成９年には平安座島

とを結ぶ浜比嘉大橋が開通し、車

で渡れる離島ということで、多くの

人が訪れるようになりました。

　島は「浜」と「比嘉」という２

つの地区で構成され、農業と漁業

が中心で、豊かな自然と、 のどか

な風情があり、周りの海は碧がと

ても美しく、琉球の開びゃくの祖

神が居住したとされる洞窟が今も

残る伝説の島でもあります。

　その浜比嘉島の「比嘉」地区

で、11 月 21 日～ 23 日に 12 年

周期の丑年慣例大踊り「ウフアシ

ビ」が開催されました。ウフアシ

ビとは、死者を埋葬場所まで運ん

だ葬具「龕（がん）」を清めるため

の伝統行事で、初日の道ジュネー

を皮切りに、舞台では棒術、琉舞、

組踊、パーランクーなどが演じら

れ、期間中、島は多くの人で賑わ

いをみせました。
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〈表紙写真〉

【ウフアシビ】

（浜比嘉島）

なかゆくい ＊シリーズ⑤　〜伝統工芸とのふれあい〜

─�現行の沖縄振興計画後を展望した今後の沖縄振
興のあり方について─内閣府だより

お知らせ

財務部

経済産業部

「中小企業等に対する金融円滑化対策の
総合的パッケージ」について

沖縄イノベーション・ウィークについて
仕事の窓①　財務部
みんなで使おう二千円札

仕事の窓②　農林水産部
「農林水産物・食品輸出オリエンテーションの会」を開催します！

仕事の窓③　農林水産部
糸満市喜屋武集落が内閣総理大臣賞を受賞

仕事の窓④　経済産業部
バーゼル法の説明会が開催されました

仕事の窓⑤　農林水産部
フード・アクション・ニッポンについて

仕事の窓⑥　運輸部
トラック事業者向けのグリーン経営認証取得講習会を開催
総　務　部　中学校で「独占禁止法教室」を開催
財　務　部　国有財産沖縄地方審議会を開催
財　務　部　「疑わしい取引」の届出研修会を開催
財　務　部　「金融検査マニュアル別冊」説明会を開催
経済産業部　新エネルギー事業導入促進セミナー開催
開発建設部　那覇港海底わくわくウォーク（那覇港沈埋トンネル一般開放）開催
開発建設部　大保ダムで2009「森にまなぼう」プロジェクトin 大宜味村を開催
開発建設部　国道331号南城市佐敷地区において「道路の交通安全点検」を実施
運　輸　部　「沖縄本島地域タクシー適正化活性化協議会」を開催
運　輸　部　平成21年度 年末年始の輸送等に関する安全総点検の実施
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年頭のご挨拶 沖縄総合事務局長   竹澤　正明
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正
明

　

皆
様
、
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
心
新
た
に
、
新
年
を

お
迎
え
の
こ
と
と
存
じ
ま
す
。

　

私
は
、
将
来
を
考
え
る
に
当
た
っ

て
は
、
新
た
な
環
境
を
十
分
考
慮
に

入
れ
る
と
と
も
に
、
過
去
に
も
思
い

を
い
た
し
て
、
次
の
一
歩
を
踏
み
出

す
こ
と
が
重
要
で
あ
る
、
と
思
い
ま

す
。
沖
縄
の
経
て
き
た
歴
史
を
踏
ま

え
、
私
ど
も
総
合
事
務
局
の
責
務
の

重
さ
に
改
め
て
身
の
引
き
締
ま
る
思

い
が
い
た
し
ま
す
。

　

年
頭
に
当
た
り
、
総
合
事
務
局
長

と
し
て
、
三
つ
の
目
標
を
申
し
上
げ

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

第
一
は
、
総
合
事
務
局
の
名
前

に
あ
る
、「
総
合
性
」
の
発
揮
で

す
。
当
事
務
局
に
は
、
総
務
、
財

務
、
農
林
水
産
、
経
済
産
業
、
開

発
建
設
、
運
輸
、
の
六
つ
の
部

が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
た
ま
た

ま
、
六
つ
の
部
が
同
じ
庁
舎
に
い

る
、
と
い
う
だ
け
の
こ
と
で
は
、

成
果
が
挙
が
っ
て
い
る
と
は
言
え

ま
せ
ん
。
こ
れ
ら
の
部
が
、
知
恵

を
結
集
し
て
、
事
務
局
独
自
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
打
ち
出
し
も
あ
り

ま
し
ょ
う
し
、
あ
る
い
は
、
県
や

市
町
村
に
知
恵
出
し
を
申
し
上
げ

る
か
た
ち
も
あ
ろ
う
か
と
思
い
ま

す
。
目
下
、具
体
の
案
に
つ
い
て
、

そ
の
仕
込
中
で
あ
り
ま
す
。

　

第
二
は
、
つ
ね
日
頃
か
ら
、
県

の
方
々
と
の
意
見
交
換
や
ア
イ
デ

ア
の
交
換
を
一
層
行
い
た
い
、
と

い
う
こ
と
で
す
。
昨
年
７
月
14
日

の
就
任
以
来
、
努
め
て
、
県
下
各

地
を
訪
問
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
が
、
開
発
分
野
に
せ
よ
、

農
業
分
野
に
せ
よ
、
県
、
市
町
村
、

独
立
行
政
法
人
、
国
の
出
先
の
間

の
、
良
い
連
携
が
で
き
て
い
る
と

こ
ろ
に
は
、
柔
軟
な
ア
イ
デ
ア
が

あ
り
、
こ
れ
を
支
え
る
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
、
そ
し
て
自
由
な
議
論
を

す
る
と
き
の
笑
顔
が
あ
り
ま
す
。

省
み
て
、
も
っ
と
県
の
方
々
と
接

点
を
持
つ
こ
と
に
怠
り
な
か
っ
た

か
、
と
思
い
ま
す
と
、
公
式
・
非

公
式
を
含
め
、
ふ
だ
ん
か
ら
の
意

見
交
換
に
一
層
努
め
て
ま
い
り
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

第
三
は
、
事
務
局
長
が
県
下
の

全
市
町
村
長
さ
ん
に
お
目
に
か

か
っ
て
、
大
局
的
な
見
地
か
ら
、

ご
意
見
な
り
、
課
題
な
り
を
伺
う

こ
と
で
す
。
総
合
事
務
局
は
、
つ

ね
日
頃
、
意
義
あ
る
仕
事
を
し
て

い
る
と
の
自
覚
を
も
っ
て
い
る
こ

と
は
、も
と
よ
り
で
あ
り
ま
す
が
、

各
市
町
村
の
方
々
に
十
分
理
解
さ

れ
て
い
る
か
を
測
る
事
が
重
要
で

あ
り
ま
す
し
、
ま
た
、
各
地
元
の

ご
意
見
を
事
務
局
長
が
フ
ァ
ー
ス

ト
ハ
ン
ド
に
把
握
す
る
こ
と
も
大

事
で
あ
る
と
考
え
、昨
年
秋
か
ら
、

県
内
各
市
町
村
の
訪
問
を
開
始
し

て
い
ま
す
。
今
年
は
、
一
層
幅
広

く
歩
い
て
対
話
を
深
め
さ
せ
て
い

た
だ
き
た
い
、と
考
え
て
い
ま
す
。

　

以
上
、
三
点
申
し
上
げ
ま
し
た

が
、
変
化
の
激
し
い
環
境
下
に

あ
っ
て
、
司
つ
か
さ
で
、
責
任
を

持
っ
て
、
む
だ
の
な
い
業
務
の
遂

行
に
当
た
る
こ
と
を
基
礎
と
し
、

こ
れ
を
束
ね
る
総
合
事
務
局
長

が
、
上
記
三
点
の
旗
振
り
役
に
な

る
こ
と
に
よ
っ
て
の
み
、
総
合
事

務
局
が
そ
の
名
に
恥
じ
な
い
仕
事

が
で
き
る
も
の
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。

　

年
頭
に
あ
た
り
、
こ
う
し
た
気

持
ち
で
、
事
務
局
を
率
い
て
ま
い

り
ま
す
の
で
、
県
民
の
皆
様
の

厳
し
い
ご
意
見
と
温
か
い
励
ま
し

を
、
心
よ
り
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

年頭のご挨拶
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［財　務　部］

金
融
庁
で
は
厳
し
い
経
済
金
融

情
勢
や
雇
用
環
境
が
続
く

中
、
企
業
金
融
に
つ
い
て
も
政
策
的

対
応
が
必
要
と
の
認
識
か
ら
、「
中

小
企
業
等
に
対
す
る
金
融
円
滑
化
対

策
の
総
合
的
な
パ
ッ
ケ
ー
ジ
」
を
と

り
ま
と
め
、
同
パ
ッ
ケ
ー
ジ
に
基
づ

い
て
、
次
の
と
お
り
の
措
置
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

一
　
法
律
の
制
定

　

金
融
機
関
の
業
務
の
健
全
か
つ
適

切
な
運
営
の
確
保
に
配
意
し
つ
つ
、

中
小
企
業
者
及
び
住
宅
資
金
借
入
者

に
対
す
る
金
融
の
円
滑
化
を
図
る
た

め
に
必
要
な
臨
時
の
措
置
と
し
て
、

「
中
小
企
業
者
等
に
対
す
る
金
融
の

円
滑
化
を
図
る
た
め
の
臨
時
措
置
に

関
す
る
法
律
」
を
第
1
7
3
回
国

会
に
提
出
し
、
平
成
21
年
11
月
30
日

に
成
立
、
12
月
4
日
に
施
行
さ
れ
ま

し
た
。（
金
融
機
関
の
体
制
整
備
義

務
に
係
る
部
分
に
つ
い
て
は
、
平
成

22
年
2
月
1
日
よ
り
施
行
。）

二
　
検
査
・
監
督
上
の
措
置

　　

ま
た
、本
法
律
の
施
行
に
併
せ
て
、

金
融
機
関
の
体
制
整
備
等
の
た
め
の

検
査
・
監
督
上
の
措
置
と
し
て
、
金

融
検
査
マ
ニ
ュ
ア
ル
及
び
監
督
指
針

に
つ
い
て
所
要
の
改
定
等
を
行
い
ま

し
た
。

三
　
そ
の
他
の
措
置

　

そ
の
他
の
措
置
と
し
て
、
政
府
関

係
金
融
機
関
等
に
つ
い
て
も
、
貸
付

条
件
の
変
更
等
に
柔
軟
に
対
応
す
る

よ
う
努
め
る
こ
と
を
要
請
す
る
こ
と

や
、
金
融
庁
幹
部
が
中
小
企
業
庁
等

と
連
携
し
て
全
国
各
地
の
中
小
企
業

等
と
の
意
見
交
換
を
行
う
等
の
取
組

を
実
施
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
、
当

局
管
内
に
お
い
て
も
平
成
21
年
11
月

24
、
25
日
に
金
融
庁
及
び
中
小
企
業

庁
合
同
に
よ
る
中
小
企
業
者
等
と
の

意
見
交
換
会
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
同
パ
ッ
ケ
ー
ジ
に
よ
る
措

置
の
説
明
・
広
報
の
た
め
、
12
月
8

日
、
9
日
に
当
局
主
催
に
よ
る
管
内

金
融
機
関
等
の
実
務
担
当
者
へ
の
説

明
会
を
実
施
し
、
12
月
15
日
に
は
金

融
庁
及
び
中
小
企
業
庁
合
同
に
よ
る

管
内
金
融
機
関
及
び
中
小
企
業
団
体

へ
の
説
明
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

沖縄総合事務局財務部でも受け付けています。 098-866-0095

沖縄総合事務局経済産業部でも受け付けています。 098-866-1755

「
中
小
企
業
金
融
円
滑
化
法
」
に
よ
っ
て
、

金
融
機
関
か
ら
の
借
入
れ
に
つ
い
て
、「
貸

付
条
件
の
変
更
等
」
を
受
け
ら
れ
る
と
聞
き
ま
し
た

が
、
ど
の
よ
う
に
す
れ
ば
よ
い
の
で
す
か
。

A

　ま
ず
は
、
ご
利
用
の
金
融
機
関
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。
金
融
機
関
と
今
後
の
経
営
改
善
計
画
、
返

済
計
画
を
検
討
し
た
上
で
、
そ
の
実
現
に
必
要
な
貸

付
条
件
の
変
更
等
を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。ま
た
、

経
営
改
善
計
画
が
な
く
て
も
、
1
年
以
内
に
計
画
を

策
定
で
き
る
と
見
込
ま
れ
れ
ば
、
先
に
貸
付
条
件
の

変
更
等
を
行
っ
た
上
で
、
金
融
機
関
と
一
緒
に
計
画

の
検
討
を
行
う
こ
と
も
で
き
ま
す
。 

「
貸
付
条
件
の
変
更
等
」
と
は
、
元
本
の
返

済
猶
予
を
意
味
す
る
の
で
す
か
。 

A

　そ
れ
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
元
本
の
猶
予

以
外
に
も
、
例
え
ば
、
返
済
期
間
の
延
長
や
、
旧
債

の
借
換
え
、
デ
ッ
ト
・
エ
ク
イ
テ
ィ
・
ス
ワ
ッ
プ
（
債

務
の
株
式
化
）
な
ど
、
債
務
の
弁
済
負
担
の
軽
減
を

行
う
す
べ
て
の
措
置
が
含
ま
れ
ま
す
。
ご
利
用
の
金

融
機
関
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

金
融
機
関
に
「
貸
付
条
件
の
変
更
等
」
を

申
し
込
み
ま
し
た
が
、
応
じ
て
も
ら
え
ま

せ
ん
で
し
た
。も
う
あ
き
ら
め
る
し
か
な
い
の
で
し
ょ

う
か
。 

A

　あ
き
ら
め
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
他
の
取

引
金
融
機
関
や
、
信
用
保
証
協
会
等
に
相
談
し
て

み
ま
し
ょ
う
。
中
小
企
業
金
融
円
滑
化
法
は
、
各
金

融
機
関
が
、
他
の
金
融
機
関
や
信
用
保
証
協
会
、

政
府
関
係
金
融
機
関
等
と
の
連
携
を
図
る
よ
う
求
め

て
い
ま
す
。 

「
貸
付
条
件
の
変
更
等
」
を
受
け
た
こ
と
を

理
由
に
、
今
後
、
新
規
融
資
を
断
ら
れ
る

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。 

A

　そ
の
よ
う
な
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
個
別
の
融

資
は
各
金
融
機
関
が
借
り
手
の
信
用
力
等
を
踏
ま
え

て
判
断
し
ま
す
が
、
金
融
庁
も
、
貸
付
条
件
の
変
更

等
の
履
歴
が
あ
る
こ
と
の
み
を
理
由
に
新
規
融
資
を

拒
絶
す
る
こ
と
が
な
い
よ
う
、
金
融
機
関
に
対
す
る

検
査
・
監
督
で
検
証
し
て
い
き
ま
す
。 

政
府
関
係
金
融
機
関
等
に
も「
貸
付
条
件
の

変
更
等
」を
申
し
込
む
こ
と
が
で
き
ま
す
か
。 

A

　お
申
し
込
み
で
き
ま
す
。
政
府
関
係
金
融
機

関
や
信
用
保
証
協
会
に
対
し
て
は
、
従
来
か
ら
、
貸

付
条
件
の
変
更
等
に
柔
軟
に
対
応
す
る
よ
う
監
督
官

庁
が
要
請
を
行
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ

ト
貸
付
や
緊
急
保
証
制
度
な
ど
、
新
規
融
資
に
つ
な

が
る
制
度
も
使
え
ま
す
。 

①
ま
ず
は
、
ご
利
用
の
金
融
機
関
営
業
店
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。 

②
ま
た
、
各
金
融
機
関
本
部
に
は
「
貸
付
条
件
の
変

更
等
に
係
る
苦
情
相
談
窓
口
」
が
設
置
さ
れ
ま
す

の
で
、
営
業
店
の
対
応
が
ご
不
満
の
場
合
等
に
ご

利
用
下
さ
い
。 

③
さ
ら
に
、
各
金
融
関
係
団
体
が
設
置
す
る 

苦
情

相
談
窓
口
、
金
融
庁
の
情
報
受
付
窓
口 

も
ご
活

用
下
さ
い
。 

金
融
円
滑
化
Ｑ
＆
Ａ

困
っ
た
ら
ど
こ
に
相
談
す
れ
ば

よ
い
の
で
す
か
? 

Q1Q2Q3Q4Q5

金融庁及び中小企業庁合同による管内金融機関等への説明会の模様

「中小企業等に対する金融円滑化対策の総合的パッケージ」について

中小企業等に対する金融円滑化対策の総合的パッケージ中小企業等に対する金融円滑化対策の総合的パッケージ

金融機関（注）は、中小企業又は住宅ローンの借り手から申込
みがあった場合には、貸付条件の変更等を行うよう努める。

（注）銀行、信金・信組・労金・農協・漁協及びその連合会、農林中金

・金融機関の責務を遂行するための体制整備。

・実施状況と体制整備状況等の開示。（虚偽開示には罰則を付与。）

・法�の施行に
��て、検査�
����、監督
��を��。

・中小企業融�・
����支援へ
の取組み状況を
��的に検査・
監督。

検査・監督
上の措置

・実施状況の当局への報告。（虚偽報告には罰則を付与。）

・当局は、報告をとりまとめて公表。

金融機関の努力義務

金融機関自らの取組み

行政上の対応

・政府関係金融機関等についても、貸付条件の変更等に柔軟に対応するよう努めることを要請。
・金融庁幹部が、中小企業庁等と連携し、全国各地の中小企業等と意見交換。
・金融機能強化法の活用の検討促進。

その他の措置

・信用保証制度の充実等。

更なる支援措置

〈
時

限

〉

臨
時
措
置
に
関
す
る
法
律

中
小
企
業
者
等
に
対
す
る
金
融
の
円
滑
化
を
図
る
た
め
の

0203
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［財　務　部］

金
融
庁
で
は
厳
し
い
経
済
金
融

情
勢
や
雇
用
環
境
が
続
く

中
、
企
業
金
融
に
つ
い
て
も
政
策
的

対
応
が
必
要
と
の
認
識
か
ら
、「
中

小
企
業
等
に
対
す
る
金
融
円
滑
化
対

策
の
総
合
的
な
パ
ッ
ケ
ー
ジ
」
を
と

り
ま
と
め
、
同
パ
ッ
ケ
ー
ジ
に
基
づ

い
て
、
次
の
と
お
り
の
措
置
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

一
　
法
律
の
制
定

　

金
融
機
関
の
業
務
の
健
全
か
つ
適

切
な
運
営
の
確
保
に
配
意
し
つ
つ
、

中
小
企
業
者
及
び
住
宅
資
金
借
入
者

に
対
す
る
金
融
の
円
滑
化
を
図
る
た

め
に
必
要
な
臨
時
の
措
置
と
し
て
、

「
中
小
企
業
者
等
に
対
す
る
金
融
の

円
滑
化
を
図
る
た
め
の
臨
時
措
置
に

関
す
る
法
律
」
を
第
1
7
3
回
国

会
に
提
出
し
、
平
成
21
年
11
月
30
日

に
成
立
、
12
月
4
日
に
施
行
さ
れ
ま

し
た
。（
金
融
機
関
の
体
制
整
備
義

務
に
係
る
部
分
に
つ
い
て
は
、
平
成

22
年
2
月
1
日
よ
り
施
行
。）

二
　
検
査
・
監
督
上
の
措
置

　　

ま
た
、本
法
律
の
施
行
に
併
せ
て
、

金
融
機
関
の
体
制
整
備
等
の
た
め
の

検
査
・
監
督
上
の
措
置
と
し
て
、
金

融
検
査
マ
ニ
ュ
ア
ル
及
び
監
督
指
針

に
つ
い
て
所
要
の
改
定
等
を
行
い
ま

し
た
。

三
　
そ
の
他
の
措
置

　

そ
の
他
の
措
置
と
し
て
、
政
府
関

係
金
融
機
関
等
に
つ
い
て
も
、
貸
付

条
件
の
変
更
等
に
柔
軟
に
対
応
す
る

よ
う
努
め
る
こ
と
を
要
請
す
る
こ
と

や
、
金
融
庁
幹
部
が
中
小
企
業
庁
等

と
連
携
し
て
全
国
各
地
の
中
小
企
業

等
と
の
意
見
交
換
を
行
う
等
の
取
組

を
実
施
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
、
当

局
管
内
に
お
い
て
も
平
成
21
年
11
月

24
、
25
日
に
金
融
庁
及
び
中
小
企
業

庁
合
同
に
よ
る
中
小
企
業
者
等
と
の

意
見
交
換
会
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
同
パ
ッ
ケ
ー
ジ
に
よ
る
措

置
の
説
明
・
広
報
の
た
め
、
12
月
8

日
、
9
日
に
当
局
主
催
に
よ
る
管
内

金
融
機
関
等
の
実
務
担
当
者
へ
の
説

明
会
を
実
施
し
、
12
月
15
日
に
は
金

融
庁
及
び
中
小
企
業
庁
合
同
に
よ
る

管
内
金
融
機
関
及
び
中
小
企
業
団
体

へ
の
説
明
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

沖縄総合事務局財務部でも受け付けています。 098-866-0095

沖縄総合事務局経済産業部でも受け付けています。 098-866-1755

「
中
小
企
業
金
融
円
滑
化
法
」
に
よ
っ
て
、

金
融
機
関
か
ら
の
借
入
れ
に
つ
い
て
、「
貸

付
条
件
の
変
更
等
」
を
受
け
ら
れ
る
と
聞
き
ま
し
た

が
、
ど
の
よ
う
に
す
れ
ば
よ
い
の
で
す
か
。

A

　ま
ず
は
、
ご
利
用
の
金
融
機
関
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。
金
融
機
関
と
今
後
の
経
営
改
善
計
画
、
返

済
計
画
を
検
討
し
た
上
で
、
そ
の
実
現
に
必
要
な
貸

付
条
件
の
変
更
等
を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。ま
た
、

経
営
改
善
計
画
が
な
く
て
も
、
1
年
以
内
に
計
画
を

策
定
で
き
る
と
見
込
ま
れ
れ
ば
、
先
に
貸
付
条
件
の

変
更
等
を
行
っ
た
上
で
、
金
融
機
関
と
一
緒
に
計
画

の
検
討
を
行
う
こ
と
も
で
き
ま
す
。 

「
貸
付
条
件
の
変
更
等
」
と
は
、
元
本
の
返

済
猶
予
を
意
味
す
る
の
で
す
か
。 

A

　そ
れ
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
元
本
の
猶
予

以
外
に
も
、
例
え
ば
、
返
済
期
間
の
延
長
や
、
旧
債

の
借
換
え
、
デ
ッ
ト
・
エ
ク
イ
テ
ィ
・
ス
ワ
ッ
プ
（
債

務
の
株
式
化
）
な
ど
、
債
務
の
弁
済
負
担
の
軽
減
を

行
う
す
べ
て
の
措
置
が
含
ま
れ
ま
す
。
ご
利
用
の
金

融
機
関
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

金
融
機
関
に
「
貸
付
条
件
の
変
更
等
」
を

申
し
込
み
ま
し
た
が
、
応
じ
て
も
ら
え
ま

せ
ん
で
し
た
。も
う
あ
き
ら
め
る
し
か
な
い
の
で
し
ょ

う
か
。 

A

　あ
き
ら
め
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
他
の
取

引
金
融
機
関
や
、
信
用
保
証
協
会
等
に
相
談
し
て

み
ま
し
ょ
う
。
中
小
企
業
金
融
円
滑
化
法
は
、
各
金

融
機
関
が
、
他
の
金
融
機
関
や
信
用
保
証
協
会
、

政
府
関
係
金
融
機
関
等
と
の
連
携
を
図
る
よ
う
求
め

て
い
ま
す
。 

「
貸
付
条
件
の
変
更
等
」
を
受
け
た
こ
と
を

理
由
に
、
今
後
、
新
規
融
資
を
断
ら
れ
る

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。 

A

　そ
の
よ
う
な
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
個
別
の
融

資
は
各
金
融
機
関
が
借
り
手
の
信
用
力
等
を
踏
ま
え

て
判
断
し
ま
す
が
、
金
融
庁
も
、
貸
付
条
件
の
変
更

等
の
履
歴
が
あ
る
こ
と
の
み
を
理
由
に
新
規
融
資
を

拒
絶
す
る
こ
と
が
な
い
よ
う
、
金
融
機
関
に
対
す
る

検
査
・
監
督
で
検
証
し
て
い
き
ま
す
。 

政
府
関
係
金
融
機
関
等
に
も「
貸
付
条
件
の

変
更
等
」を
申
し
込
む
こ
と
が
で
き
ま
す
か
。 

A

　お
申
し
込
み
で
き
ま
す
。
政
府
関
係
金
融
機

関
や
信
用
保
証
協
会
に
対
し
て
は
、
従
来
か
ら
、
貸

付
条
件
の
変
更
等
に
柔
軟
に
対
応
す
る
よ
う
監
督
官

庁
が
要
請
を
行
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ

ト
貸
付
や
緊
急
保
証
制
度
な
ど
、
新
規
融
資
に
つ
な

が
る
制
度
も
使
え
ま
す
。 

①
ま
ず
は
、
ご
利
用
の
金
融
機
関
営
業
店
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。 

②
ま
た
、
各
金
融
機
関
本
部
に
は
「
貸
付
条
件
の
変

更
等
に
係
る
苦
情
相
談
窓
口
」
が
設
置
さ
れ
ま
す

の
で
、
営
業
店
の
対
応
が
ご
不
満
の
場
合
等
に
ご

利
用
下
さ
い
。 

③
さ
ら
に
、
各
金
融
関
係
団
体
が
設
置
す
る 

苦
情

相
談
窓
口
、
金
融
庁
の
情
報
受
付
窓
口 

も
ご
活

用
下
さ
い
。 

金
融
円
滑
化
Ｑ
＆
Ａ

困
っ
た
ら
ど
こ
に
相
談
す
れ
ば

よ
い
の
で
す
か
? 

Q1Q2Q3Q4Q5

金融庁及び中小企業庁合同による管内金融機関等への説明会の模様

「中小企業等に対する金融円滑化対策の総合的パッケージ」について

中小企業等に対する金融円滑化対策の総合的パッケージ中小企業等に対する金融円滑化対策の総合的パッケージ

金融機関（注）は、中小企業又は住宅ローンの借り手から申込
みがあった場合には、貸付条件の変更等を行うよう努める。

（注）銀行、信金・信組・労金・農協・漁協及びその連合会、農林中金

・金融機関の責務を遂行するための体制整備。

・実施状況と体制整備状況等の開示。（虚偽開示には罰則を付与。）

・法�の施行に
��て、検査�
����、監督
��を��。

・中小企業融�・
����支援へ
の取組み状況を
��的に検査・
監督。

検査・監督
上の措置

・実施状況の当局への報告。（虚偽報告には罰則を付与。）

・当局は、報告をとりまとめて公表。

金融機関の努力義務

金融機関自らの取組み

行政上の対応

・政府関係金融機関等についても、貸付条件の変更等に柔軟に対応するよう努めることを要請。
・金融庁幹部が、中小企業庁等と連携し、全国各地の中小企業等と意見交換。
・金融機能強化法の活用の検討促進。

その他の措置

・信用保証制度の充実等。

更なる支援措置

〈
時

限

〉

臨
時
措
置
に
関
す
る
法
律

中
小
企
業
者
等
に
対
す
る
金
融
の
円
滑
化
を
図
る
た
め
の

0203
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0405

［経済産業部］

皆
さ
ん
は
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と

い
う
言
葉
を
ご
存
じ
で
し
ょ

う
か
？
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は
、
広
義

に
は
、
生
産
技
術
の
革
新
、
資
源
の

開
発
、
新
消
費
財
の
導
入
、
特
定
産

業
の
構
造
の
再
組
織
な
ど
を
指
す
、

経
済
成
長
の
原
動
力
と
な
る
革
新
を

意
味
し
て
い
ま
す
。
地
域
発
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
新
事
業
・
新
産

業
の
創
出
は
、
新
た
な
雇
用
と
所
得

が
期
待
で
き
、
さ
ら
に
、
地
域
の
自

立
的
・
内
発
的
経
済
発
展
の
基
盤
を

つ
く
り
だ
す
も
の
で
あ
り
、
我
が
国

の
技
術
開
発
政
策
を
推
進
す
る
た
め

の
一
翼
を
担
っ
て
い
ま
す
。

　

沖
縄
総
合
事
務
局
で
は
、
地
域
の

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
連
続
的
に
起
こ

る
よ
う
な
環
境
を
作
り
、
特
色
あ
る

地
域
産
業
資
源
を
最
大
限
に
活
用
し

た
産
学
官
の
共
同
研
究
開
発
事
業
に

対
す
る
支
援
を
は
じ
め
と
し
て
、
地

域
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
担
う
関
係

機
関
が
「
協
働
」
し
、各
々
の
リ
ソ
ー

ス
を
有
効
に
活
用
で
き
る
よ
う
な
、

強
固
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成
を
推

進
し
て
い
ま
す
。

　

沖
縄
は
、
豊
か
な
地
域
資
源
や
こ

れ
ま
で
蓄
積
さ
れ
て
き
た
研
究
資
源

し
た
。「
沖
縄
健
康
・
バ
イ
オ
関
連

産
学
官
連
携
拠
点
」
は
、
沖
縄
県
、

琉
球
大
学
、
沖
縄
県
工
業
連
合
会
、

O
K
I
N
A
W
A
型
産
業
振
興
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
４
者
が
連
携
し
た
、

健
康
バ
イ
オ
産
業
の
振
興
発
展
の
た

め
の
構
想
で
す
。
当
該
拠
点
は
、
平

成
21
年
６
月
、「
地
域
中
核
産
学
官

連
携
拠
点
」
と
し
て
、
文
部
科
学
省

及
び
経
済
産
業
省
か
ら
選
定
さ
れ
ま

し
た
。

11
月
12
日

　
【
沖
縄
産
学
官
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
０
９
】

　

平
成
17
年
度
か
ら
開
催
し
、今
回
、

第
５
回
目
と
な
る
沖
縄
産
学
官
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、
健

康
・
バ
イ
オ
を
テ
ー
マ
と
し
た
、
大

学
や
研
究
機
関
等
の
各
種
技
術
シ
ー

ズ
の
発
表
、
技
術
シ
ー
ズ
と
ニ
ー
ズ

の
マ
ッ
チ
ン
グ
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
支

援
事
業
の
紹
介
の
ほ
か
、
新
商
品
開

発
や
新
規
事
業
創
出
の
参
考
と
な
る

こ
と
を
目
的
に
、
技
術
シ
ー
ズ
を
活

用
し
た
事
例
に
つ
い
て
御
講
演
い
た

だ
き
ま
し
た
。

11
月
13
日

【
や
ん
ば
る
花
実
野　

新
商
品
企
画

セ
ミ
ナ
ー
】

　

売
れ
る
商
品
づ
く
り
と
い
う
観
点

か
ら
、
沖
縄
の
特
産
農
産
物
を
活
用

し
た
加
工
食
品
等
の
新
商
品
の
企

画
・
開
発
に
お
い
て
、
課
題
等
を
認

識
し
、
ど
の
よ
う
な
手
法
で
有
効
な

新
商
品
の
企
画
・
開
発
が
で
き
る
の

か
に
つ
い
て
セ
ミ
ナ
ー
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
受
講
者
と
議
論
し
な
が
ら

検
討
を
進
め
る
と
い
う
活
発
な
セ
ミ

ナ
ー
と
な
り
ま
し
た
。

を
有
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
ら
の
強
み

を
活
用
し
た
健
康
バ
イ
オ
産
業
は
、

そ
の
振
興
発
展
が
期
待
さ
れ
て
い
ま

す
。
健
康
バ
イ
オ
産
業
は
、
海
外
市

場
と
い
う
大
き
な
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン

ス
が
存
在
す
る
一
方
で
、
バ
イ
オ
テ

ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
グ
ロ
ー
バ
ル
な
開
発

競
争
や
、
多
様
な
国
内
市
場
の
ニ
ー

ズ
へ
の
対
応
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、

沖
縄
の
健
康
バ
イ
オ
産
業
の
飛
躍
の

た
め
に
は
、
地
域
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
力
を
高
め
る
こ
と
が
重
要
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
状
況
を
踏
ま
え
、
沖
縄

に
お
け
る
健
康
バ
イ
オ
産
業
の
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
を
戦
略
的
に
推
進
す
る

た
め
、
健
康
バ
イ
オ
産
業
の
動
向
、

産
学
官
連
携
の
取
組
、
技
術
シ
ー
ズ

発
表
、
商
品
企
画
人
材
育
成
等
の
一

連
の
取
組
を
紹
介
す
る
、
沖
縄
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
・
ウ
ィ
ー
ク
が
、
平
成

21
年
11
月
10
日
～
13
日
の
間
、
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

 

11
月
10
日

【
健
康
食
品
ビ
ジ
ネ
ス
セ
ミ
ナ
ー
】

　

健
康
に
年
を
重
ね
る
と
い
う
、
健

康
志
向
の
高
ま
り
を
背
景
に
、
健
康

食
品
が
注
目
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、

昨
今
、
安
全
性
や
有
効
性
の
面
で
多

様
な
課
題
に
直
面
し
て
い
ま
す
。
今

後
は
、
こ
れ
ら
の
課
題
を
踏
ま
え
た

上
で
、
消
費
者
か
ら
選
ば
れ
る
商
品

展
開
を
考
え
て
い
く
視
点
も
必
要
で

す
。今
回
、O
K
I
N
A
W
A
型
産
業

振
興
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
、
沖
縄
県
健
康
産
業
協
議

会
の
主
催
で
、
同
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

し
、
当
該
分
野
の
第
一
人
者
で
あ
る

日
経
Ｂ
Ｐ
社
医
療
局
主
任
編
集
委
員

の
宮
田
満
氏
か
ら
「
健
康
食
品
ビ
ジ

ネ
ス
は
成
立
す
る
の
か
？
」
を
テ
ー

マ
に
御
講
演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
１
０
４
名
の
方
に
ご
来

場
い
た
だ
き
、「
良
い
内
容
で
得
る

も
の
が
多
か
っ
た
。」「
エ
ビ
デ
ン
ス

の
重
要
性
を
再
認
識
し
た
。」
等
の

感
想
を
い
た
だ
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ま
し
た
。
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を
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品
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人
琉
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の
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催
で
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縄
健
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・
バ
イ
オ
関
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産
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連
携
拠
点
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成
シ
ン
ポ
ジ
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を
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と
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る
地

域
イ
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シ
ョ
ン
」
に
つ
い
て
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る
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と
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て
、
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記
の
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で
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が
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催
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ョ
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Ａ
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葉
を
ご
存
じ
で
し
ょ

う
か
？
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は
、
広
義

に
は
、
生
産
技
術
の
革
新
、
資
源
の

開
発
、
新
消
費
財
の
導
入
、
特
定
産

業
の
構
造
の
再
組
織
な
ど
を
指
す
、

経
済
成
長
の
原
動
力
と
な
る
革
新
を

意
味
し
て
い
ま
す
。
地
域
発
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
新
事
業
・
新
産

業
の
創
出
は
、
新
た
な
雇
用
と
所
得

が
期
待
で
き
、
さ
ら
に
、
地
域
の
自

立
的
・
内
発
的
経
済
発
展
の
基
盤
を

つ
く
り
だ
す
も
の
で
あ
り
、
我
が
国

の
技
術
開
発
政
策
を
推
進
す
る
た
め

の
一
翼
を
担
っ
て
い
ま
す
。

　

沖
縄
総
合
事
務
局
で
は
、
地
域
の

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
連
続
的
に
起
こ

る
よ
う
な
環
境
を
作
り
、
特
色
あ
る

地
域
産
業
資
源
を
最
大
限
に
活
用
し

た
産
学
官
の
共
同
研
究
開
発
事
業
に

対
す
る
支
援
を
は
じ
め
と
し
て
、
地

域
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
担
う
関
係

機
関
が
「
協
働
」
し
、各
々
の
リ
ソ
ー

ス
を
有
効
に
活
用
で
き
る
よ
う
な
、

強
固
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成
を
推

進
し
て
い
ま
す
。

　

沖
縄
は
、
豊
か
な
地
域
資
源
や
こ

れ
ま
で
蓄
積
さ
れ
て
き
た
研
究
資
源

し
た
。「
沖
縄
健
康
・
バ
イ
オ
関
連

産
学
官
連
携
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縄
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縄
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携
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６
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携
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、
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や
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の
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で
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に
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、
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者
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を
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が
多
か
っ
た
。」「
エ
ビ
デ
ン
ス

の
重
要
性
を
再
認
識
し
た
。」
等
の

感
想
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　 

11
月
11
日

【
沖
縄
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
フ
ォ
ー
ラ

ム
～
地
域
の
潜
在
力
を
新
商
品
、
新

サ
ー
ビ
ス
、
新
規
事
業
へ
～
】

　

国
立
大
学
法
人
琉
球
大
学
の
主

催
で
、「
沖
縄
健
康
・
バ
イ
オ
関
連

産
学
官
連
携
拠
点
形
成
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
」
及
び
「
学
を
核
と
す
る
地

域
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
」
に
つ
い
て

考
え
る
機
会
と
し
て
、
左
記
の
内

容
で
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
開
催
さ
れ
ま

沖縄イノベーション・ウィークについて

(

プ
ロ
グ
ラ
ム)

◉

第
１
部

①�

「
沖
縄
に
期
待
す
る
こ
と
」

（
日
経
Ｂ
Ｐ
社
医
療
局
主
任
編
集
委

員　

宮
田
満
氏
）

②�

「
沖
縄
健
康
・
バ
イ
オ
関
連
産
学
官

連
携
拠
点
形
成
構
想
に
つ
い
て
」

（
国
立
大
学
法
人
琉
球
大
学
副
学
長

　

宜
保
清
一
氏
）

第
２
部

①
「
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
本
質
」

（
㈱
堀
場
製
作
所
最
高
顧
問
・
全
国

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
推
進
機
関
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
会
長　

堀
場
雅
夫
氏
）

②
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

「
自
立
経
済
の
実
現
に
向
け
た
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
の
あ
り
方
」

(

プ
ロ
グ
ラ
ム)

◉

①�

「
素
材
の
風
味
や
香
り
を
損
な
わ

な
い
凍
結
保
存
技
術
（
Ｃ
Ａ
Ｓ
）

の
開
発
」

　

�（ 

㈱
ア
ビ
ー
代
表
取
締
役
社
長　

大
和
田
哲
男
氏
）

②�

「
売
れ
る
商
品
開
発
の
実
現
～
地

方
に
お
け
る
新
商
品
開
発
の
心

得
、
連
携
・
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト

の
重
要
性
～
」

　

�（
中
小
企
業
診
断
士
・
食
と
農
研

究
所 

代
表　

加
藤
寛
昭
氏
）

セミナーの様子　11/12 宮田氏講演

ワークショップ成果発表 (11/13)

セミナー会場の様子 (11/13) 堀場氏講演



仕事の窓
HIGOTONO*
MADO

S HIGOTONO*
MADO

S 仕事の窓

み
ん
な
で
使
お
う
二
千
円
札

　
　
　
　
　
〜
今
年
は
発
行
10
周
年
〜
　

２
０
０
０
年
７
月
の
沖
縄
サ
ミ
ッ
ト
開
催
を
機
に
、
二
千
円
札
が
発
行
さ
れ
て
、
今
年
は
10
周
年
を
迎
え
ま
す
。

財
務
部
理
財
課
で
は
、
「
二
千
円
札
流
通
促
進
委
員
会
」
（
委
員
長
・
湖
城
英
知
氏
）
な
ど
と
も
連
携
し
て
、
一
層
の
流
通
促
進
の
取
組
を
行
い
ま
す
。

財　務　部
　

全
国
で
は
、
二
千
円
札
の
発
行
高

（
流
通
量
）
が
減
少
傾
向
に
あ
り
ま

す
。
と
こ
ろ
が
、
沖
縄
県
内
で
は
、
平

成
21
年
10
月
末
の
発
行
高
が
3
2
4
万

枚
と
前
年
同
月
に
比
べ
て
、
4
・
2
％

増
加
し
て
い
ま
す
。

　

沖
縄
県
で
増
加
傾
向
と
な
っ
て
い
る

理
由
と
し
て
、
一
つ
は
、
絵
柄
の
守
礼

の
門
が
、
沖
縄
戦
で
破
壊
さ
れ
た
後
に

復
興
し
た
も
の
で
あ
る
た
め
、
二
千
円

札
を
「
平
和
希
求
紙
幣
」
と
す
る
見
方

も
あ
っ
て
、
県
民
の
愛
着
が
深
い
と
い

う
こ
と
が
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

二
つ
目
の
理
由
は
、
「
二
千
円
札
流

通
促
進
委
員
会
」
を
中
心
と
し
た
さ
ま

ざ
ま
な
普
及
活
動
が
あ
る
よ
う
で
す
。

　

特
に
、
昨
年
10
月
、
沖
縄
県
で
開
催

さ
れ
た
日
本
青
年
会
議
所
全
国
大
会
の

参
加
者
1
万
2
千
人
を
、
「
二
千
円
札

流
通
促
進
委
員
会
」
が
、
二
千
円
札
を

県
内
外
に
Ｐ
Ｒ
す
る
役
割
を
担
う
「
二

千
円
大
使
」
に
認
定
し
た
こ
と
で
、
普

及
に
弾
み
が
つ
い
た
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。

　

沖
縄
総
合
事
務
局
と
し
て
も
、
平
成

20
年
６
月
か
ら
７
月
に
か
け
て
、
庁
舎

ロ
ビ
ー
に
お
い
て
「
二
千
円
札
を
知
る

た
め
の
パ
ネ
ル
展
」
を
開
催
し
た
り
、

同
年
６
月
に
行
わ
れ
た
普
及
街
頭
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
に
、
当
局
次
長
が
参
加
す
る

な
ど
、
県
民
に
二
千
円
札
へ
の

理
解
と
流
通
促
進
へ
の
協
力
を

呼
び
か
け
て
き
ま
し
た
。

　

二
千
円
札
発
行
10
周
年
を
機

に
、
「
二
千
円
札
流
通
促
進
委

員
会
」
で
は
、
昨
年
12
月
か
ら

年
明
け
１
月
ま
で
を
「
流
通
促

進
強
化
月
間
」
と
し
て
、
二
千

円
札
の
さ
ら
な
る
普
及
を
図
っ

て
い
ま
す
。

　

当
局
で
も
、
昨
年
12
月
か
ら

１
月
ま
で
、
庁
舎
の
電
光
掲
示

板
で
二
千
円
札
の
使
用
を
広
く

呼
び
か
け
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。
さ
ら
に
本
年
は
、
庁
舎
ロ
ビ
ー
で

の
パ
ネ
ル
展
な
ど
も
企
画
し
て
い
ま

す
。

「
頑
張
れ
、
二
千
円
札
！
」
10
周
年
を

機
に
、
み
ん
な
で
二
千
円
札
を
率
先
し

て
使
い
ま
し
ょ
う
。
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「
農
林
水
産
物
・
食
品
輸
出

 

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
会
」を
開
催
し
ま
す
！

　
現
在
、
世
界
各
国
で
は
日
本
食
ブ
ー
ム
が
定
着
し
つ
つ
あ
り
、
こ
れ
に
伴
い
ア
ジ
ア
を
は
じ
め
と
す
る
海
外
で
「
日
本
食
」
は
確
実
に
そ
の
市
場
を
広
げ
て
い
ま
す
。

「
輸
出
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
会
」
は
、
販
路
を
確
保
、
拡
大
し
よ
う
と
努
力
す
る
産
地
や
農
林
漁
業
者
、
食
品
産
業
事
業
者
等
を
支
援
す
る
事
業
で
す
。
「
輸
出
オ
リ
エ
ン
テ

ー
シ
ョ
ン
の
会
」
で
は
、
日
本
の
優
良
産
品
を
輸
出
す
る
た
め
の
ノ
ウ
ハ
ウ
や
情
報
の
提
供
、
国
内
外
の
バ
イ
ヤ
ー
と
の
商
談
の
場
の
提
供
等
を
行
い
ま
す
。
初
め
て
輸
出
を
試
み

た
い
方
、
ま
た
、
輸
出
を
拡
大
し
た
い
方
に
も
有
意
義
な
場
と
な
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
こ
の
機
会
を
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

2
農林水産部

農林水産物・食品輸出オリエンテーションの会
開催日：平成22年２月１日（月）
場　所：パシフィックホテル沖縄（那覇市西３丁目６番１号）
主　催：沖縄総合事務局、沖縄地域農林水産物等輸出促進協議会
定　員：輸出促進セミナー……100名
　　　　展示・商談会／輸出産品発掘会……約25～30団体
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（定員になり次第締め切ります。）

参加費
無料

輸出促進セミナー 世界の日本産品消費市場を熟知した有識者を講師に迎え、
輸出の現場から各国の現状を学びます。

時間：１０：００～１２：００　　場所：パシフィックホテル沖縄２Ｆ「ワイケレ」
講演：海外輸出促進サポーターレポート

「北京レポート」
鈴渓（天津）国際貿易有限公司　君島　英樹　氏

「タイレポート」
Ｄａｉｓｈｏ（Ｔｈａｉｌａｎｄ）Ｃｏ.,Ｌｔｄ　加藤　秀樹　氏

「香港レポート」
味珍味（香港）有限公司　デニス・トクアキ・ウー　氏

「上海レポート」
Ｊｏｉｎｔ　Ｂ＆Ｋ　樽家　邦興　氏

講演の順番、テーマ、講師等は変更になる
場合がありますのでご了承ください。

展示・商談会 世界各都市に販路を持つ国内外のバイヤー（10社程度）と
直接商談ができる場を提供します。参加いただく事業者の
皆様からは、予め商談希望を伺い、ミスマッチのない商談
組み合わせに配慮します。時間：１３：００～１６：００　

場所：パシフィックホテル沖縄２Ｆ「珊瑚」

商談対象品目：日本産農林水産物・食品
参加予定バイヤー
Ｊｏｉｎｔ　Ｂ＆Ｋ〈上海〉、味珍味（香港）有限公司〈香港〉、
Ｄａｉｓｈｏ（Ｔｈａｉｌａｎｄ）Ｃｏ.,Ｌｔｄ.〈タイ〉、
株式会社大昌貿易行、クラウン貿易株式会社、
鈴渓（天津）国際貿易有限公司、株式会社大井山本商店、株式会社ジェイエフエー、
株式会社ショーライ、永和商事株式会社　他

輸出産品発掘会 皆様の出品物を国内外のバイヤーの方々に産品を試食し
ていただき、輸出の可能性などについてアドバイスをい
ただきます。

時間：１６：３０～１７：３０
場所：パシフィックホテル沖縄２Ｆ「ワイケレ」

対象品目：日本産農林水産物・食品

参加申込・
お問合せは
こちら。

１/１４木まで

輸出促進事務局ホームページ（２４時間対応）
http://nousui.jtbcom.co.jp/orien/　
輸出促進事務局
〒５３０－０００１　大阪市北区梅田２－２－２２　ハービスＥＮＴ１１階 株式会社ジェイコム
ＴＥＬ：０６－６３４１－２６３４（土・日・祝除く９：３０～１７：３０）　　ＦＡＸ：０６－６３４８－１５０７　　

沖縄総合事務局農林水産部農政課
〒９００－０００６　那覇市おもろまち２－１－１　那覇第２地方合同庁舎２号館
 ＴＥＬ：０９８－８６６－１６２７（土・日・祝除く８：３０～１７：１５）　　ＦＡＸ：０９８－８６０－１３９５　
　

二千円札の普及を呼びかける湖城委員長（左）と竹澤局長

電光掲示板で二千円札使用を呼びかけ

二千円札PR用パネル（作成：国立印刷局） 06
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株式会社ショーライ、永和商事株式会社　他

輸出産品発掘会 皆様の出品物を国内外のバイヤーの方々に産品を試食し
ていただき、輸出の可能性などについてアドバイスをい
ただきます。

時間：１６：３０～１７：３０
場所：パシフィックホテル沖縄２Ｆ「ワイケレ」

対象品目：日本産農林水産物・食品

参加申込・
お問合せは
こちら。

１/１４木まで

輸出促進事務局ホームページ（２４時間対応）
http://nousui.jtbcom.co.jp/orien/　
輸出促進事務局
〒５３０－０００１　大阪市北区梅田２－２－２２　ハービスＥＮＴ１１階 株式会社ジェイコム
ＴＥＬ：０６－６３４１－２６３４（土・日・祝除く９：３０～１７：３０）　　ＦＡＸ：０６－６３４８－１５０７　　

沖縄総合事務局農林水産部農政課
〒９００－０００６　那覇市おもろまち２－１－１　那覇第２地方合同庁舎２号館
 ＴＥＬ：０９８－８６６－１６２７（土・日・祝除く８：３０～１７：１５）　　ＦＡＸ：０９８－８６０－１３９５　
　

二千円札の普及を呼びかける湖城委員長（左）と竹澤局長

電光掲示板で二千円札使用を呼びかけ

二千円札PR用パネル（作成：国立印刷局）07



仕事の窓
HIGOTONO*
MADO

S HIGOTONO*
MADO

S 仕事の窓

糸
満
市
喜
屋
武
集
落
が
内
閣
総
理
大
臣
賞
を
受
賞

　
　
〜
平
成
21
年
度
農
林
水
産
祭
む
ら
づ
く
り
部
門
〜

　
農
林
水
産
祭
事
業
は
、国
民
の
農
林
水
産
業
と
食
に
対
す
る
認
識
を
深
め
る
と
と
も
に
、農
林
水
産
業
の
技
術
改
善
と
経
営
発
展
の
意
欲
を
高
め
る
た
め
、農
林
水
産
省
と
㈶

日
本
農
林
漁
業
振
興
会
と
の
共
催
に
よ
り
、昭
和
37
年
か
ら
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
表
彰
は
、農
林
水
産
祭
参
加
行
事
の
７
部
門
（
農
産
、園
芸
、畜
産
、蚕
糸
、林
産
、水
産
、む
ら
づ
く
り
）の
優
秀
者
に
対
し
、部
門
別
に
天
皇
杯
、内
閣
総
理
大
臣
賞
、日
本
農

林
漁
業
振
興
会
会
長
賞
が
授
与
さ
れ
ま
す
。

農林水産部
　

平
成
21
年
度（
第
48
回
）農
林
水
産
祭
む
ら
づ

く
り
部
門
に
お
い
て
、糸
満
市
喜
屋
武
集
落（
代

表
者
：
慶
留
間
清
栄
自
治
会
長
）が
内
閣
総
理

大
臣
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

糸
満
市
喜
屋
武
集
落
は
、先
の
大
戦
に
お
け
る

激
戦
地
で
あ
り
、戦
後
の
復
興
期
よ
り
女
性
が

「
農
」と「
む
ら
」を
興
し
て
き
た
経
緯
が
色
濃
く

引
き
継
が
れ
て
い
る
こ
と
に
加
え
、強
固
な
住
民
団

結
力
を
育
み
、地
域
ぐ
る
み
の
自
治
会
活
動
が
中

心
と
な
って
域
内
の
産
業
振
興
、と
り
わ
け
に
ん
じ

ん
の
産
地
形
成
を
牽
引
し
て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
取
組
が
評
価
さ
れ
、こ
の
度
の
受

賞
に
至
り
ま
し
た
。

　

糸
満
市
喜
屋
武
集
落
の
取
組
に
つい
て
紹
介
し

ま
す
。

む
ら
づ
く
り
組
織
の
概
要

　

喜
屋
武
自
治
会
は
、総
世
帯
数
３
６
２
戸
、人

口
１
２
５
４
人
で
構
成
さ
れ
、う
ち
農
家
世
帯
が

１
２
７
戸
、漁
家
世
帯
が
17
戸
と
な
って
い
ま
す
。

　

戦
後
の
復
興
期
よ
り
自
治
会
が
中
心
と
な
り
、

農
業
関
係
団
体
、行
政
等
と
連
携
を
と
り
つつ
農

業
振
興
を
図
る
と
と
も
に
、集
落
独
自
の
伝
統
芸

能
、伝
統
行
事
の
継
承
に
努
め
る
な
ど
、県
内
で
も

い
ち
早
く
む
ら
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し

た
。

農
業
生
産
面
の
特
徴

　

喜
屋
武
集
落
の
土
壌
は
保
水
力
に
乏
し
い「
島

尻
マ
ー
ジ
」で
、干
ば
つ
被
害
が
頻
発
す
る
な
ど
厳

し
い
生
産
環
境
下
に
あ
り
ま
し
た
が
、「
雨
待
ち

農
業
」か
ら「
水
あ
り
農
業
」へ
の
転
換
を
望
む
住

民
の
熱
意
に
よ
り
、地
下
ダ
ム
整
備
、土
地
改
良
事

業
の
実
施
が
実
現
し
ま
し
た
。こ
れ
に
よ
り
、さ
と

う
き
び
、に
ん
じ
ん
の
生
産
が
向
上
す
る
と
と
も

に
、ゴ
ー
ヤ
ー
の
施
設
栽
培
な
ど
多
様
な
農
業
生

産
が
実
現
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、「
美
ら
キ
ャ
ロッ
ト
」

の
名
称
で
ブ
ラ
ン
ド
が
確
立

さ
れ
た
に
ん
じ
ん
は
、県
出
荷

量
の
61
％
を
占
め
、平
成
6

年
、７
年
に
国
の
野
菜
指
定

産
地
、平
成
18
年
に
は
県
の

拠
点
産
地
の
認
定
を
受
け
る

な
ど
、に
ん
じ
ん
の
供
給
産
地

と
し
て
重
要
な
役
割
を
担
っ

て
い
ま
す
。

生
活・環
境
整
備
面
の
特
徴

　

喜
屋
武
地
域
で
は
2
月
3
日
を「
沖
縄
に
ん
じ

ん
の
日
」と
し
、地
域
内
外
の
幼
稚
園
児
を
対
象

に
し
た
に
ん
じ
ん
収
穫
体
験
、学
校
給
食
へ
の
に
ん

じ
ん
の
提
供
、女
性
た
ち
に
よ
る
に
ん
じ
ん
料
理
の

考
案・試
食
を
行
う
な
ど
、に
ん
じ
ん
を
核
と
し
て

様
々
な
取
組
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

喜
屋
武
集
落
で
は
、「
喜
屋
武
ハ
ー
リ
ー
」、「
喜

屋
武
エ
イ
サ
ー
」、「
チ
リ
タ
ン
チ
ョ
ウ
」（
キ
リ
シ
タ

ン
宗
門
改
め
の
な
ご
り
で
、毎
年
12
月
25
日
に
開

催
す
る
新
生
児
合
同
祝
い
）な
ど
、集
落
独
自
の

伝
統
行
事・伝
統
芸
能
が
地
域
ぐ
る
み
で
継
承
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、う
み
ん
ち
ゅ（
漁
業
者
）や
地
域
住
民
か

ら
な
る「
喜
屋
武
の
海
を
守
る
会
」は
、30
年
以
上

も
海
の
環
境
を
守
る
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
関
係
法
令
の
趣
旨
を
よ

り
深
く
ご
理
解
い
た
だ
き
、
適
正
な
輸

出
入
に
努
め
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的

に
、
経
済
産
業
省
と
環
境
省
は
共
同
で
、

「
バ
ー
ゼ
ル
法
等
説
明
会
」
を
開
催
い

た
し
ま
し
た
。
（
11
月
27
日
㈮
那
覇
第

２
地
方
合
同
庁
舎
１
号
館
大
会
議
室
）

　

バ
ー
ゼ
ル
条
約
は
１
９
８
０
年
代
に

多
発
し
た
有
害
廃
棄
物
の
越
境
移
動
を

め
ぐ
る
事
件
を
契
機
と
し
て
U
N
E
P

（
国
連
環
境
計
画
）
が
中
心
と
な
り
有

害
廃
棄
物
越
境
移
動
の
国
際
的
な
ル
ー

ル
と
し
て
１
９
８
９
年
に
条
約
と
し
て

採
択
、
1
9
9
2
年
に
発
効
さ
れ
ま
し

た
。　

　

我
が
国
は
１
９
９
３
年
に
国
内
対
応

法
で
あ
る
「
特
定
有
害
廃
棄
物
等
の
輸

出
入
等
の
規
制
に
関
す
る
法
律
」
を
施

行
し
て
い
ま
す
。

　

同
条
約
を
批
准
し
、
本
条
約
の
国
内

対
応
法
で
あ
る
「
特
定
有
害
廃
棄
物
等

の
輸
出
入
等
の
規
制
に
関
す
る
法
律
」

を
施
行
し
て
い
ま
す
。

　

当
日
は
、

環
境
省
九
州
地
方
環
境
事
務
所　
　
　

　

溝
手
康
人
氏

「
バ
ー
ゼ
ル
条
約
、
バ
ー
ゼ
ル
法
及
び

廃
棄
物
処
理
法
の
概
要
に
つ
い
て
」

経
済
産
業
省
産
業
技
術
環
境
局　

　

環
境
指
導
室　

中
山
和
泉
氏

「
輸
出
入
に
当
た
っ
て
の
必
要
な
手
続

き
に
つ
い
て
」

の
説
明
が
そ
れ
ぞ
れ
行
わ
れ
、
廃
棄
物

や
再
生
資
源
を
扱
う
事
業
者
の
方
々
も

参
加
さ
れ
、
熱
心
に
聞
き
入
っ
て
い
ま

し
た
。
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バ
ー
ゼ
ル
法
の
説
明
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

　
皆
様
は
バ
ー
ゼ
ル
法
を
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
？
　

　
廃
棄
物
や
再
生
資
源
物
等
の
輸
出
入
を
し
よ
う
と
す
る
場
合
に
は
、
特
定
有
害
廃
棄
物
の
輸
出
入
等
の
規
制
に
関
す
る
法
律
（
バ

ー
ゼ
ル
法
）
や
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
（
廃
棄
物
処
理
法
）
に
基
づ
き
、
正
し
い
手
続
き
を
行
う
こ
と
が
必
要
で

す
。

4
経済産業部

受賞した喜屋武自治会関係者

にんじん収穫体験

喜屋武集落の女性たち

喜屋武ハーリー

にんじん産地をアピールする看板ブランドマーク

チリタンチョウ

喜屋武集落のみなさん、
受賞おめでとうございます！

環境省・経済産業省 輸入国・通過国

経済産業省貿易審査課

輸出者

輸入者

運搬者

処分者

輸出者

税関

輸出者
輸出

引き渡し・移動書類携帯義務

輸出許可

輸出申告
（関税法）

輸出承認・
輸出移動書類交付

回答送付

同意回答

処分完了通知（条約6条9）

引き渡し、
移動書類携帯・署名

引き渡し、
移動書類携帯・署名

通告
（条約6条1）

申請書写し送付

輸出承認申請・
（外為法48条）

回答事前相談

環
境
省

08
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成
21
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水
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ら
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農
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水
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水
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と
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に
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る
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を
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と
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に
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業
の
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改
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日
本
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業
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と
の
共
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り
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和
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ら
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す
。
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水
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加
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、水
産
、む
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り
）の
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に
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門
別
に
天
皇
杯
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、日
本
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業
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会
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長
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が
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与
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れ
ま
す
。
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度（
第
48
回
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む
ら
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に
お
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て
、糸
満
市
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代

表
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：
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間
清
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自
治
会
長
）が
内
閣
総
理

大
臣
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

糸
満
市
喜
屋
武
集
落
は
、先
の
大
戦
に
お
け
る

激
戦
地
で
あ
り
、戦
後
の
復
興
期
よ
り
女
性
が

「
農
」と「
む
ら
」を
興
し
て
き
た
経
緯
が
色
濃
く

引
き
継
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れ
て
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る
こ
と
に
加
え
、強
固
な
住
民
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力
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育
み
、地
域
ぐ
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の
自
治
会
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が
中

心
と
な
って
域
内
の
産
業
振
興
、と
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わ
け
に
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じ
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の
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地
形
成
を
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ま
し
た
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こ
の
よ
う
な
取
組
が
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価
さ
れ
、こ
の
度
の
受
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に
至
り
ま
し
た
。

　

糸
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市
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の
取
組
に
つい
て
紹
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し

ま
す
。

む
ら
づ
く
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組
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の
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要

　

喜
屋
武
自
治
会
は
、総
世
帯
数
３
６
２
戸
、人

口
１
２
５
４
人
で
構
成
さ
れ
、う
ち
農
家
世
帯
が

１
２
７
戸
、漁
家
世
帯
が
17
戸
と
な
って
い
ま
す
。

　

戦
後
の
復
興
期
よ
り
自
治
会
が
中
心
と
な
り
、

農
業
関
係
団
体
、行
政
等
と
連
携
を
と
り
つつ
農

業
振
興
を
図
る
と
と
も
に
、集
落
独
自
の
伝
統
芸

能
、伝
統
行
事
の
継
承
に
努
め
る
な
ど
、県
内
で
も

い
ち
早
く
む
ら
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し

た
。

農
業
生
産
面
の
特
徴

　

喜
屋
武
集
落
の
土
壌
は
保
水
力
に
乏
し
い「
島

尻
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被
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頻
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れ
て
い
ま
す
。

　

喜
屋
武
集
落
で
は
、「
喜
屋
武
ハ
ー
リ
ー
」、「
喜

屋
武
エ
イ
サ
ー
」、「
チ
リ
タ
ン
チ
ョ
ウ
」（
キ
リ
シ
タ

ン
宗
門
改
め
の
な
ご
り
で
、毎
年
12
月
25
日
に
開

催
す
る
新
生
児
合
同
祝
い
）な
ど
、集
落
独
自
の

伝
統
行
事・伝
統
芸
能
が
地
域
ぐ
る
み
で
継
承
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、う
み
ん
ち
ゅ（
漁
業
者
）や
地
域
住
民
か

ら
な
る「
喜
屋
武
の
海
を
守
る
会
」は
、30
年
以
上

も
海
の
環
境
を
守
る
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
関
係
法
令
の
趣
旨
を
よ

り
深
く
ご
理
解
い
た
だ
き
、
適
正
な
輸

出
入
に
努
め
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的

に
、
経
済
産
業
省
と
環
境
省
は
共
同
で
、

「
バ
ー
ゼ
ル
法
等
説
明
会
」
を
開
催
い

た
し
ま
し
た
。
（
11
月
27
日
㈮
那
覇
第

２
地
方
合
同
庁
舎
１
号
館
大
会
議
室
）

　

バ
ー
ゼ
ル
条
約
は
１
９
８
０
年
代
に

多
発
し
た
有
害
廃
棄
物
の
越
境
移
動
を

め
ぐ
る
事
件
を
契
機
と
し
て
U
N
E
P

（
国
連
環
境
計
画
）
が
中
心
と
な
り
有

害
廃
棄
物
越
境
移
動
の
国
際
的
な
ル
ー

ル
と
し
て
１
９
８
９
年
に
条
約
と
し
て

採
択
、
1
9
9
2
年
に
発
効
さ
れ
ま
し

た
。　

　

我
が
国
は
１
９
９
３
年
に
国
内
対
応

法
で
あ
る
「
特
定
有
害
廃
棄
物
等
の
輸

出
入
等
の
規
制
に
関
す
る
法
律
」
を
施

行
し
て
い
ま
す
。

　

同
条
約
を
批
准
し
、
本
条
約
の
国
内

対
応
法
で
あ
る
「
特
定
有
害
廃
棄
物
等

の
輸
出
入
等
の
規
制
に
関
す
る
法
律
」

を
施
行
し
て
い
ま
す
。

　

当
日
は
、

環
境
省
九
州
地
方
環
境
事
務
所　
　
　

　

溝
手
康
人
氏

「
バ
ー
ゼ
ル
条
約
、
バ
ー
ゼ
ル
法
及
び

廃
棄
物
処
理
法
の
概
要
に
つ
い
て
」

経
済
産
業
省
産
業
技
術
環
境
局　

　

環
境
指
導
室　

中
山
和
泉
氏

「
輸
出
入
に
当
た
っ
て
の
必
要
な
手
続

き
に
つ
い
て
」

の
説
明
が
そ
れ
ぞ
れ
行
わ
れ
、
廃
棄
物

や
再
生
資
源
を
扱
う
事
業
者
の
方
々
も

参
加
さ
れ
、
熱
心
に
聞
き
入
っ
て
い
ま

し
た
。

3仕事の窓
HIGOTONO*
MADO

S HIGOTONO*
MADO

S 仕事の窓

バ
ー
ゼ
ル
法
の
説
明
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

　
皆
様
は
バ
ー
ゼ
ル
法
を
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
？
　

　
廃
棄
物
や
再
生
資
源
物
等
の
輸
出
入
を
し
よ
う
と
す
る
場
合
に
は
、
特
定
有
害
廃
棄
物
の
輸
出
入
等
の
規
制
に
関
す
る
法
律
（
バ

ー
ゼ
ル
法
）
や
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
（
廃
棄
物
処
理
法
）
に
基
づ
き
、
正
し
い
手
続
き
を
行
う
こ
と
が
必
要
で

す
。

4
経済産業部

受賞した喜屋武自治会関係者

にんじん収穫体験

喜屋武集落の女性たち

喜屋武ハーリー

にんじん産地をアピールする看板ブランドマーク

チリタンチョウ

喜屋武集落のみなさん、
受賞おめでとうございます！

環境省・経済産業省 輸入国・通過国

経済産業省貿易審査課

輸出者

輸入者

運搬者

処分者

輸出者

税関

輸出者
輸出

引き渡し・移動書類携帯義務

輸出許可

輸出申告
（関税法）

輸出承認・
輸出移動書類交付

回答送付

同意回答

処分完了通知（条約6条9）

引き渡し、
移動書類携帯・署名

引き渡し、
移動書類携帯・署名

通告
（条約6条1）

申請書写し送付

輸出承認申請・
（外為法48条）

回答事前相談

環
境
省
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フ
ー
ド
・
ア
ク
シ
ョ
ン
・ニ
ッ
ポ
ン
に
つ
い
て

　日
本
国
内
に
と
ど
ま
ら
ず
、
世
界
規
模
で
食
料
を
取
り
巻
く
環
境
が
変
化
す
る
中
、
国
産
農
産
物
の
消
費
拡
大
は
食
料
自
給
率
の
向
上
を
実

現
す
る
上
で
最
も
有
効
な
手
段
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
き
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
消
費
者
・
企
業
・
団
体
・
地
方
公
共
団
体
な
ど
、
全

て
の
国
民
が
一
体
と
な
っ
て
国
産
農
産
物
の
消
費
拡
大
を
具
体
的
に
推
し
進
め
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　こ
の
た
め
、
民
間
企
業
、
団
体
・
行
政
等
が
一
体
と
な
っ
て
推
進
す
る
食
料
自
給
率
向
上
に
向
け
た
国
民
運
動
を
展
開
す
る
こ
と
と
し
、
そ

の
基
盤
と
な
る
組
織
と
し
て
「
フ
ー
ド
・
ア
ク
シ
ョ
ン
・
ニ
ッ
ポ
ン
推
進
本
部
」
を
昨
年
10
月
に
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

農林水産部
1
米
粉
の
消
費
拡
大
に

　
　

　向
け
た
取
組

実
践
期
間 

★
背
景

　

食
生
活
の
変
化
や
、
加
工
・
業
務
用

需
要
の
高
ま
り
に
国
内
生
産
が
十
分
に

対
応
し
き
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
等
か

ら
、
我
が
国
の
食
料
自
給
率
は
戦
後
大

き
く
低
下
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
ま
た
、

自
給
可
能
な
米
の
消
費
量
は
一
貫
し
て

減
少
傾
向
で
推
移
し
て
い
ま
す
。

　

一
方
で
、
我
が
国
は
、
パ
ン
や
麺
の

原
料
で
あ
る
小
麦
の
大
部
分
を
輸
入
に

依
存
し
て
お
り
、
米
粉
の
消
費
拡
大
の

余
地
は
非
常
に
大
き
い
と
言
え
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
下
、
米
穀
の
新

用
途
（
米
粉
用
・
飼
料
用
等
）
へ
の
利

用
を
促
進
し
、
貴
重
な
食
料
生
産
基
盤

で
あ
る
水
田
を
最
大
限
に
活
用

す
る
こ
と
に
よ
る
食
料
の
安
定

供
給
の
確
保
を
図
る
た
め
、

「
米
穀
の
新
用
途
へ
の
利
用
の

促
進
に
関
す
る
法
律
」
が
、
昨

年
７
月
１
日
に
施
行
さ
れ
ま
し

た
。

★
米
粉
倶
楽
部
の
発
足

　

フ
ー
ド
・
ア
ク
シ
ョ
ン
・

ニ
ッ
ポ
ン
の
取
組
と
し
て
も
、

活
動
の
一
環
と
し
て
、
米
粉
の

消
費
拡
大
の
た
め
、
米
粉
に
関
わ
る

様
々
な
企
業
・
団
体
等
が
「
米
粉
倶
楽

部
」
と
し
て
米
粉
の
消
費
拡
大
に
向
け

た
活
動
を
行
う
こ
と
を
通
じ
て
、
米
粉

の
認
知
拡
大
を
図
り
、
消
費
量
の
増
大

及
び
食
料
自
給
率
向
上
に
つ
な
げ
る
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
「
米
粉
倶
楽
部
」
共

通
の
ロ
ゴ
マ
ー
ク
を
活
用
し
た
販
売
促

進
・
広
報
活
動
や
「
米
粉
倶
楽
部
」
に

登
録
さ
れ
た
各
企
業
・
団
体
等
の
米
粉

に
関
す
る
活
動
情
報
等
を
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
等
を
用
い
て
発
信
し
て
い
ま

す
。
「
米
粉
倶
楽
部
」
へ
の
登
録
に
つ

い
て
は
、
随
時
受
付
を
し
て
お
り
ま
す

の
で
、
こ
の
記
事
末
尾
の
リ
ン
ク
先
を

ご
覧
下
さ
い
。

2
「
こ
ど
も
食
料
大
使
」

    

の
取
組

★
子
ど
も
た
ち
か
ら
の
提
言

　

フ
ー
ド
・
ア
ク
シ
ョ
ン
・
ニ
ッ
ポ
ン

で
は
、
昨
年
２
月
に
、
未
来
を
担
う
子

ど
も
た
ち
が
、
自
分
た
ち
の
目
線
で
食

料
自
給
率
に
つ
い
て
考
え
る
「
２
０
０

８
年
度
こ
ど
も
食
料
セ
ッ
シ
ョ
ン
」
を

開
催
し
ま
し
た
。
参
加
者
は
、
全
国
か

ら
選
ば
れ
た
21
名
の
小
学
生
で
す
。

　

彼
ら
は
、
「
こ
ど
も
食
料
大
使
」
と

し
て
、
自
分
た
ち
に
で
き
る
食
料
自
給

率
に
関
す
る
活
動
に
つ
い
て
議
論
し
、

官
房
長
官
及
び
農
林
水
産
大
臣
に
、

「
米
粉
や
地
元
の
野
菜
を
食
べ
て
地
産

地
消
を
進
め
よ
う
」
「
農
家
人
口
を
増

や
す
た
め
に
Ｐ
Ｒ
や
体
験
農
業
を
し
て

『
楽
し
い
農
業
』
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を

つ
く
ろ
う
」
「
食
料
自
給
率
に
つ
い
て

子
ど
も
に
伝
え
る
ア
ニ
メ
を
作
ろ
う
」

と
い
う
３
つ
の
提
言
を
行
い
ま
し
た
。

★
小
学
校
で
の
特
別
授
業

　

フ
ー
ド
・
ア
ク
シ
ョ
ン
・
ニ
ッ
ポ
ン

で
は
、
こ
の
よ
う
な
未
来
を
担
う
子
ど

も
た
ち
の
提
言
の
実
現
に
向
け
て
、

「
食
料
自
給
率
の
大
切
さ
を
子
ど
も
た

ち
に
伝
え
る
特
別
授
業
」
を
全
国
10
ヵ

所
の
小
学
校
で
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

沖
縄
県
内
で
は
、
昨
年
12
月
10
日
に

豊
見
城
市
立
伊
良
波
小
学
校
に
て
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

こ
の
授
業
で
は
、
舟
山
農
林
水
産
大

臣
政
務
官
が
講
師
と
し
て
、
食
料
自
給

率
と
地
産
地
消
、
米
粉
の
普
及
の
関
係

と
い
っ
た
テ
ー
マ
に
つ
い
て
児
童
た
ち

と
話
し
合
い
ま
し
た
。

3
わ
た
し
の
ア
ク
シ
ョ
ン

　宣
言

　

フ
ー
ド
・
ア
ク
シ
ョ
ン
・
ニ
ッ
ポ
ン

で
は
、
現
在
、
「
わ
た
し
の
ア
ク
シ
ョ

ン
」
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
個
人
、
企

業
・
団
体
を
問
わ
ず
、
日
々
の
生
活
の

中
で
、
食
料
自
給
率
ア
ッ
プ
に
つ
な
が

る
た
め
の
様
々
な
ア
イ
デ
ィ
ア
を
フ
ー

ド
・
ア
ク
シ
ョ
ン
・
ニ
ッ
ポ
ン
の
Ｈ
Ｐ

上
で
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
の
で
、
ふ

る
っ
て
ご
応
募
下
さ
い
。

4 

F
A
N
ク
ラ
ブ
に

　

 

参
加
し
よ
う

　

フ
ー
ド
・
ア
ク
シ
ョ
ン
・
ニ
ッ
ポ
ン

で
は
、
国
産
食
材
に
関
す
る
様
々
な
情

報
を
、
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
で
発
信
し
て

い
ま
す
（
登
録
無
料
）
。

　

ま
た
同
時
に
、
食
料
自
給
率
向
上
に

向
け
た
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
や
Ｐ
Ｒ
活
動

に
協
賛
い
た
だ
け
る
企
業
・
団
体
の
募

集
も
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

登
録
さ
れ
た
企
業
・
団
体
の
取
組
に

つ
い
て
は
、
フ
ー
ド
・
ア
ク
シ
ョ
ン
・

ニ
ッ
ポ
ン
Ｈ
Ｐ
上
で
紹
介
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。
さ
ら
に
、
推
進
パ
ー
ト

ナ
ー
ロ
ゴ
マ
ー
ク
を
使
用
す
る
こ
と
も

可
能
に
な
り
ま
す
。
ご
登
録
に
は
申
請

が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
Ｈ
Ｐ
を
ご

確
認
下
さ
い
。

 

日
本
の
食
料
の
未
来
を
明
る
い
も
の

に
す
る
た
め
に
は
、
国
産
食
材
に
関
す

る
情
報
を
共
有
で
き
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

が
と
て
も
大
切
で
す
。
多
数
の
ご
参
加

を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

5

　我が国のカロリーベースの食料自給率は、昭和45年度までは、60％台を維持していましたが、
その後は低下傾向で推移し、近年は40％前後で推移する一方、沖縄県では、主食である米の生産
量が少ない等の理由から、全国を下回る水準で推移してきています。
　なお、平成17年３月に策定された食料・農業・農村基本計画においては、消費面及び生産面での
課題を示しつつ、平成27年度の食料自給率目標をカロリーベースで45％と設定しています。
　現在、食料・農業・農村基本計画の見直しに向けた作業が進められており、食料自給率目標につ
いても議論が行われています。

●「フード・アクション・ニッポン」トップページ
     http://syokuryo.jp/index.html
●米粉倶楽部
     http://syokuryo.jp/komeko/
●わたしのアクション宣言
     http://syokuryo.jp/myaction/index.html
●メールマガジンの登録
 　　http://syokuryo.jp/registration/index.html
●農林水産省米粉の情報
     http://www.maff.go.jp/j/soushoku/keikaku/komeko/index.html

日本の食料自給率
（カロリーベース）

参考
リンク 全国

H15

40%

33%

H16

40%

27%

H17

40%

28%

H18

39%

28%

H19

40%

33%沖縄

舟山政務官もアクション宣言！

伊良波小学校での「特別授業」の様子

米粉倶楽部発足式
フード・アクション・ニッポン応援団の長谷川理恵さん（左）と

赤松広隆農林水産大臣（右）
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フ
ー
ド
・
ア
ク
シ
ョ
ン
・ニ
ッ
ポ
ン
に
つ
い
て

　日
本
国
内
に
と
ど
ま
ら
ず
、
世
界
規
模
で
食
料
を
取
り
巻
く
環
境
が
変
化
す
る
中
、
国
産
農
産
物
の
消
費
拡
大
は
食
料
自
給
率
の
向
上
を
実

現
す
る
上
で
最
も
有
効
な
手
段
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
き
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
消
費
者
・
企
業
・
団
体
・
地
方
公
共
団
体
な
ど
、
全

て
の
国
民
が
一
体
と
な
っ
て
国
産
農
産
物
の
消
費
拡
大
を
具
体
的
に
推
し
進
め
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　こ
の
た
め
、
民
間
企
業
、
団
体
・
行
政
等
が
一
体
と
な
っ
て
推
進
す
る
食
料
自
給
率
向
上
に
向
け
た
国
民
運
動
を
展
開
す
る
こ
と
と
し
、
そ

の
基
盤
と
な
る
組
織
と
し
て
「
フ
ー
ド
・
ア
ク
シ
ョ
ン
・
ニ
ッ
ポ
ン
推
進
本
部
」
を
昨
年
10
月
に
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

農林水産部
1
米
粉
の
消
費
拡
大
に

　
　

　向
け
た
取
組

実
践
期
間 

★
背
景

　

食
生
活
の
変
化
や
、
加
工
・
業
務
用

需
要
の
高
ま
り
に
国
内
生
産
が
十
分
に

対
応
し
き
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
等
か

ら
、
我
が
国
の
食
料
自
給
率
は
戦
後
大

き
く
低
下
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
ま
た
、

自
給
可
能
な
米
の
消
費
量
は
一
貫
し
て

減
少
傾
向
で
推
移
し
て
い
ま
す
。

　

一
方
で
、
我
が
国
は
、
パ
ン
や
麺
の

原
料
で
あ
る
小
麦
の
大
部
分
を
輸
入
に

依
存
し
て
お
り
、
米
粉
の
消
費
拡
大
の

余
地
は
非
常
に
大
き
い
と
言
え
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
下
、
米
穀
の
新

用
途
（
米
粉
用
・
飼
料
用
等
）
へ
の
利

用
を
促
進
し
、
貴
重
な
食
料
生
産
基
盤

で
あ
る
水
田
を
最
大
限
に
活
用

す
る
こ
と
に
よ
る
食
料
の
安
定

供
給
の
確
保
を
図
る
た
め
、

「
米
穀
の
新
用
途
へ
の
利
用
の

促
進
に
関
す
る
法
律
」
が
、
昨

年
７
月
１
日
に
施
行
さ
れ
ま
し

た
。

★
米
粉
倶
楽
部
の
発
足

　

フ
ー
ド
・
ア
ク
シ
ョ
ン
・

ニ
ッ
ポ
ン
の
取
組
と
し
て
も
、

活
動
の
一
環
と
し
て
、
米
粉
の

消
費
拡
大
の
た
め
、
米
粉
に
関
わ
る

様
々
な
企
業
・
団
体
等
が
「
米
粉
倶
楽

部
」
と
し
て
米
粉
の
消
費
拡
大
に
向
け

た
活
動
を
行
う
こ
と
を
通
じ
て
、
米
粉

の
認
知
拡
大
を
図
り
、
消
費
量
の
増
大

及
び
食
料
自
給
率
向
上
に
つ
な
げ
る
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
「
米
粉
倶
楽
部
」
共

通
の
ロ
ゴ
マ
ー
ク
を
活
用
し
た
販
売
促

進
・
広
報
活
動
や
「
米
粉
倶
楽
部
」
に

登
録
さ
れ
た
各
企
業
・
団
体
等
の
米
粉

に
関
す
る
活
動
情
報
等
を
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
等
を
用
い
て
発
信
し
て
い
ま

す
。
「
米
粉
倶
楽
部
」
へ
の
登
録
に
つ

い
て
は
、
随
時
受
付
を
し
て
お
り
ま
す

の
で
、
こ
の
記
事
末
尾
の
リ
ン
ク
先
を

ご
覧
下
さ
い
。

2
「
こ
ど
も
食
料
大
使
」

    

の
取
組

★
子
ど
も
た
ち
か
ら
の
提
言

　

フ
ー
ド
・
ア
ク
シ
ョ
ン
・
ニ
ッ
ポ
ン

で
は
、
昨
年
２
月
に
、
未
来
を
担
う
子

ど
も
た
ち
が
、
自
分
た
ち
の
目
線
で
食

料
自
給
率
に
つ
い
て
考
え
る
「
２
０
０

８
年
度
こ
ど
も
食
料
セ
ッ
シ
ョ
ン
」
を

開
催
し
ま
し
た
。
参
加
者
は
、
全
国
か

ら
選
ば
れ
た
21
名
の
小
学
生
で
す
。

　

彼
ら
は
、
「
こ
ど
も
食
料
大
使
」
と

し
て
、
自
分
た
ち
に
で
き
る
食
料
自
給

率
に
関
す
る
活
動
に
つ
い
て
議
論
し
、

官
房
長
官
及
び
農
林
水
産
大
臣
に
、

「
米
粉
や
地
元
の
野
菜
を
食
べ
て
地
産

地
消
を
進
め
よ
う
」
「
農
家
人
口
を
増

や
す
た
め
に
Ｐ
Ｒ
や
体
験
農
業
を
し
て

『
楽
し
い
農
業
』
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を

つ
く
ろ
う
」
「
食
料
自
給
率
に
つ
い
て

子
ど
も
に
伝
え
る
ア
ニ
メ
を
作
ろ
う
」

と
い
う
３
つ
の
提
言
を
行
い
ま
し
た
。

★
小
学
校
で
の
特
別
授
業

　

フ
ー
ド
・
ア
ク
シ
ョ
ン
・
ニ
ッ
ポ
ン

で
は
、
こ
の
よ
う
な
未
来
を
担
う
子
ど

も
た
ち
の
提
言
の
実
現
に
向
け
て
、

「
食
料
自
給
率
の
大
切
さ
を
子
ど
も
た

ち
に
伝
え
る
特
別
授
業
」
を
全
国
10
ヵ

所
の
小
学
校
で
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

沖
縄
県
内
で
は
、
昨
年
12
月
10
日
に

豊
見
城
市
立
伊
良
波
小
学
校
に
て
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

こ
の
授
業
で
は
、
舟
山
農
林
水
産
大

臣
政
務
官
が
講
師
と
し
て
、
食
料
自
給

率
と
地
産
地
消
、
米
粉
の
普
及
の
関
係

と
い
っ
た
テ
ー
マ
に
つ
い
て
児
童
た
ち

と
話
し
合
い
ま
し
た
。

3
わ
た
し
の
ア
ク
シ
ョ
ン

　宣
言

　

フ
ー
ド
・
ア
ク
シ
ョ
ン
・
ニ
ッ
ポ
ン

で
は
、
現
在
、
「
わ
た
し
の
ア
ク
シ
ョ

ン
」
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
個
人
、
企

業
・
団
体
を
問
わ
ず
、
日
々
の
生
活
の

中
で
、
食
料
自
給
率
ア
ッ
プ
に
つ
な
が

る
た
め
の
様
々
な
ア
イ
デ
ィ
ア
を
フ
ー

ド
・
ア
ク
シ
ョ
ン
・
ニ
ッ
ポ
ン
の
Ｈ
Ｐ

上
で
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
の
で
、
ふ

る
っ
て
ご
応
募
下
さ
い
。

4 

F
A
N
ク
ラ
ブ
に

　

 

参
加
し
よ
う

　

フ
ー
ド
・
ア
ク
シ
ョ
ン
・
ニ
ッ
ポ
ン

で
は
、
国
産
食
材
に
関
す
る
様
々
な
情

報
を
、
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
で
発
信
し
て

い
ま
す
（
登
録
無
料
）
。

　

ま
た
同
時
に
、
食
料
自
給
率
向
上
に

向
け
た
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
や
Ｐ
Ｒ
活
動

に
協
賛
い
た
だ
け
る
企
業
・
団
体
の
募

集
も
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

登
録
さ
れ
た
企
業
・
団
体
の
取
組
に

つ
い
て
は
、
フ
ー
ド
・
ア
ク
シ
ョ
ン
・

ニ
ッ
ポ
ン
Ｈ
Ｐ
上
で
紹
介
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。
さ
ら
に
、
推
進
パ
ー
ト

ナ
ー
ロ
ゴ
マ
ー
ク
を
使
用
す
る
こ
と
も

可
能
に
な
り
ま
す
。
ご
登
録
に
は
申
請

が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
Ｈ
Ｐ
を
ご

確
認
下
さ
い
。

 

日
本
の
食
料
の
未
来
を
明
る
い
も
の

に
す
る
た
め
に
は
、
国
産
食
材
に
関
す

る
情
報
を
共
有
で
き
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

が
と
て
も
大
切
で
す
。
多
数
の
ご
参
加

を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

5

日本の食料自給率
（カロリーベース）

参考
リンク 全国

H15

40%

33%

H16

40%

27%

H17

40%

28%

H18

39%

28%

H19

40%

33%沖縄

舟山政務官もアクション宣言！

伊良波小学校での「特別授業」の様子

米粉倶楽部発足式
フード・アクション・ニッポン応援団の長谷川理恵さん（左）と

赤松広隆農林水産大臣（右）

1011

注：現在存在しないURLが掲載されていることから、
　　参考リンクは削除しました（R8.2.5)



仕事の窓仕事の窓

ト
ラ
ッ
ク
事
業
者
向
け
の
グ
リ
ー
ン
経
営
認
証
取
得
講
習
会
を
開
催

　
　〜
環
境
に
配
慮
し
た
グ
リ
ー
ン
経
営
の
実
践
を
目
指
し
て
〜

グ
リ
ー
ン
経
営
と
は
、
事
業
者
の
行
う
事
業
活
動
の
中
に
環
境
保
全
へ
の
配
慮
を
組
み
入
れ
、

自
主
的
・
計
画
的
に
環
境
対
策
を
進
め
な
が
ら
経
営
面
で
の
向
上
を
図
っ
て
い
く
経
営
を
言
い
ま
す
。

エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
の
推
進
や
低
公
害
車
の
導
入
、
従
業
員
に
対
す
る
環
境
教
育
な
ど
が
代
表
的
な
取
組
に
な
り
ま
す
。

運輸部
　

日
本
全
体
の
二
酸
化
炭
素

（
C
O
2

）
排
出
量
の
う
ち
、
運
輸
部

門
の
排
出
量
の
割
合
は
約
19
％
で
あ

り
、
そ
の
中
で
も
、
運
輸
部
門
の
約

40
％
を
貨
物
分
野
が
占
め
て
い
ま
す

（
２
０
０
７
年
度
現
在
）
。

　

1
9
9
0
年
比
６
％
減
と
い
う
京
都

議
定
書
の
削
減
約
束
を
達
成
す
る
た

め
に
は
、さ
ら
な
る

削
減
努
力
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。こ

う
し
た
状
況
を
踏

ま
え
、国
土
交
通
省

で
は
運
輸
部
門
に
お

け
る
地
球
温
暖
化

等
環
境
対
策
の一
環

と
し
て
、交
通
エ
コ
ロ

ジ
ー・モ
ビ
リ
テ
ィ
財

団
が
行
う
、環
境
に

や
さ
し
い
企
業
経
営

「
グ
リ
ー
ン
経
営
」の
認
証
制
度
を
推
奨

し
て
お
り
、同
認
証
制
度
の
普
及
促
進

を
図
って
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

運
輸
部
で
は
、
平
成
21
年
11
月
17

日
、
社
団
法
人
沖
縄
県
ト
ラ
ッ
ク
協

会
第
一
研
修
室
に
て
、
交
通
エ
コ
ロ

ジ
ー
・
モ
ビ
リ
テ
ィ
財
団
の
協
力
の

下
、
グ
リ
ー
ン
経
営
認
証
の
取
得
を

促
進
す
る
と
と
も
に
、
グ
リ
ー
ン
経

営
に
つ
い
て
の
関

心
・
理
解
を
増
進

す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
、
ト
ラ
ッ

ク
事
業
者
を
対
象

に
「
グ
リ
ー
ン
経

営
認
証
取
得
講
習

会
」
を
開
催
し
ま

し
た
。

　

今
回
の
講
習
会

で
は
、
交
通
エ
コ

ロ
ジ
ー
・
モ
ビ
リ

テ
ィ
財
団
交
通
環
境
対
策
部
の
加
藤

信
次
部
長
を
講
師
に
招
き
、
グ
リ
ー

ン
経
営
認
証
制
度
の
概
要
、
認
証
取

得
の
効
果
（
※
）
及
び
認
証
取
得
に

向
け
た
具
体
的
な
手
続
き
方
法
な
ど

が
説
明
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
講
習
会
を
契
機
に
、
ト

ラ
ッ
ク
事
業
者
の
皆
様
が
、
グ
リ
ー

ン
経
営
認
証
取
得
の
必
要
性
に
つ
い

て
理
解
を
一
層
深
め
て
い
た
だ
く
と

と
も
に
、
環
境
に
配
慮
し
た
経
営
の

実
践
に
向
け
た
取
組
を
積
極
的
に
推

進
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
期
待
さ
れ

ま
す
。

6kyokuno     Ugoki

公正取引室は、経済活動の基本ルー
ルである独占禁止法の役割等について理

解してもらうため、去る10月28日

（水）と29日（木）の両日にかけて那覇

市立那覇中学校の3年生を対象に「独占

禁止法教室」を開催しました。

　私たちは、独占禁止法が禁止している

カルテルや入札談合といった取締りのニ

ュースや記事をよく目にすることがあり

ますが、中学生にとって独占禁止法の役

割について学ぶ機会はなかなかありませ

ん。こうした中、公正取引委員会及び公

正取引室は、将来、社会人として経済活

動に参加する中学生などに対し、早い段

階で独占禁止法などの役割を理解しても

らうため、全国各地の中学校等に職員を

派遣し、「独占禁止法教室」を開催して

います。

　那覇中学校では241名の生徒が、「市

場経済」、「競争」、「独占」、「カル

テル」といったキーワードをもとに、生

徒が販売店役と消費者役に分かれて、販

売店同士が値引きや粗品を進呈するなど

の販売店同士が競争をすることによって

消費者にどのようなメリットがあるのか、

また、どのような事をすると法律違反に

なるのかなどについて、ゲームや身近な

事例を通して競争の重要性や独占禁止法

などの役割について学習しました。

　また、一部の生徒が審査官役となって

行われた独占禁止法に違反する疑いのあ

る企業に対する立入検査と関係者からの

事情聴取の実演では、カルテルの疑いの

ある企業の社長と当室の審査官との緊迫

したやりとりに、生徒たちも身を乗り出

して聞いていました。生徒からは「なぜ、

私的独占やカルテルをやってはいけない

かがよく分かった」、「実演を通して公

正取引委員会の仕事を理解することがで

きた」などの感想が寄せられました。

　なお、独占禁止法教室への講師派遣の

ご要望がありましたら、お気軽に当室ま

でご連絡ください。

総　務　部 中学校で「独占禁止法教室」を開催
～市場における競争の重要性を学ぶ～

11月３０日（月）、第２８回国有財
産沖縄地方審議会（会長：竹下勇夫）が、

那覇第２地方合同庁舎会議室で開催され

ました。沖縄総合事務局長から「豊見城

市に対し、財務省所管普通財産を瀬長島

地区公園事業用地（サンセットパーク）

として売払い及び無償貸付すること」に

ついて諮問が行われ、審議された結果、

諮問どおり処理することが適当である旨

の答申がありました。

　豊見城市は、瀬長島の南西側海岸沿い

に位置する国有地（13,924.40㎡）に

ついて、既存の公園（サンセットパー

ク）に編入し、駐車場、植栽、遊歩道を

整備する計画を策定しており、当該国有

地の取得を要望しておりました。

　当局としても、公用・公共用優先の観

点から本財産を豊見城市の公園用地とし

て有効に活用するために処分することは

適当であるとして、諮問を行ったもので

す。なお、委員から、「豊見城市は、駐

車場等の整備については瀬長島全体の利

用計画の中で検討していただきたい」旨

の意見が出されました。

　今後は、豊見城市に対して当該国有地

の３分の１を時価売払、３分の２を無償

貸付により処理することにより、公園と

して整備が図られ、県民の憩いの場とし

て有効に活用されることとなります。

財　務　部

Sou
mub
u

○独占禁止法教室に関する問い合わせ

　公正取引室

　内閣府沖縄総合事務局総務部

　那覇市おもろまち２－１－１

　那覇第２地方合同庁舎２号館６階

　TEL０９８－８６６－００４９

国有財産沖縄地方審議会を開催 Zaim
ubu

※認証取得の効果
・燃費の向上
・交通事故件数の減少
・車両故障件数の減少
・職場の活性化、従業員の士気向上
・国土交通省等のホームページにおける事業者名の公表
・ロゴマークの使用
・交通エコロジー・モビリティ財団からの環境保全活動に
　関する情報提供や指導・助言
・顧客や取引先企業へのアピール
・低金利融資制度等の適用

熱心に講義を聴く受講者

交通エコロジー・モビリティ財団加藤信次部長による講義

12
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ト
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ッ
ク
事
業
者
向
け
の
グ
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ー
ン
経
営
認
証
取
得
講
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会
を
開
催

　
　〜
環
境
に
配
慮
し
た
グ
リ
ー
ン
経
営
の
実
践
を
目
指
し
て
〜

グ
リ
ー
ン
経
営
と
は
、
事
業
者
の
行
う
事
業
活
動
の
中
に
環
境
保
全
へ
の
配
慮
を
組
み
入
れ
、

自
主
的
・
計
画
的
に
環
境
対
策
を
進
め
な
が
ら
経
営
面
で
の
向
上
を
図
っ
て
い
く
経
営
を
言
い
ま
す
。

エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
の
推
進
や
低
公
害
車
の
導
入
、
従
業
員
に
対
す
る
環
境
教
育
な
ど
が
代
表
的
な
取
組
に
な
り
ま
す
。

運輸部
　

日
本
全
体
の
二
酸
化
炭
素

（
C
O
2

）
排
出
量
の
う
ち
、
運
輸
部

門
の
排
出
量
の
割
合
は
約
19
％
で
あ

り
、
そ
の
中
で
も
、
運
輸
部
門
の
約

40
％
を
貨
物
分
野
が
占
め
て
い
ま
す

（
２
０
０
７
年
度
現
在
）
。

　

1
9
9
0
年
比
６
％
減
と
い
う
京
都

議
定
書
の
削
減
約
束
を
達
成
す
る
た

め
に
は
、さ
ら
な
る

削
減
努
力
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。こ

う
し
た
状
況
を
踏

ま
え
、国
土
交
通
省

で
は
運
輸
部
門
に
お

け
る
地
球
温
暖
化

等
環
境
対
策
の一
環

と
し
て
、交
通
エ
コ
ロ

ジ
ー・モ
ビ
リ
テ
ィ
財

団
が
行
う
、環
境
に

や
さ
し
い
企
業
経
営

「
グ
リ
ー
ン
経
営
」の
認
証
制
度
を
推
奨

し
て
お
り
、同
認
証
制
度
の
普
及
促
進

を
図
って
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

運
輸
部
で
は
、
平
成
21
年
11
月
17

日
、
社
団
法
人
沖
縄
県
ト
ラ
ッ
ク
協

会
第
一
研
修
室
に
て
、
交
通
エ
コ
ロ

ジ
ー
・
モ
ビ
リ
テ
ィ
財
団
の
協
力
の

下
、
グ
リ
ー
ン
経
営
認
証
の
取
得
を

促
進
す
る
と
と
も
に
、
グ
リ
ー
ン
経

営
に
つ
い
て
の
関

心
・
理
解
を
増
進

す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
、
ト
ラ
ッ

ク
事
業
者
を
対
象

に
「
グ
リ
ー
ン
経

営
認
証
取
得
講
習

会
」
を
開
催
し
ま

し
た
。

　

今
回
の
講
習
会

で
は
、
交
通
エ
コ

ロ
ジ
ー
・
モ
ビ
リ

テ
ィ
財
団
交
通
環
境
対
策
部
の
加
藤

信
次
部
長
を
講
師
に
招
き
、
グ
リ
ー

ン
経
営
認
証
制
度
の
概
要
、
認
証
取

得
の
効
果
（
※
）
及
び
認
証
取
得
に

向
け
た
具
体
的
な
手
続
き
方
法
な
ど

が
説
明
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
講
習
会
を
契
機
に
、
ト

ラ
ッ
ク
事
業
者
の
皆
様
が
、
グ
リ
ー

ン
経
営
認
証
取
得
の
必
要
性
に
つ
い

て
理
解
を
一
層
深
め
て
い
た
だ
く
と

と
も
に
、
環
境
に
配
慮
し
た
経
営
の

実
践
に
向
け
た
取
組
を
積
極
的
に
推

進
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
期
待
さ
れ

ま
す
。
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公正取引室は、経済活動の基本ルー
ルである独占禁止法の役割等について理

解してもらうため、去る10月28日

（水）と29日（木）の両日にかけて那覇

市立那覇中学校の3年生を対象に「独占

禁止法教室」を開催しました。

　私たちは、独占禁止法が禁止している

カルテルや入札談合といった取締りのニ

ュースや記事をよく目にすることがあり

ますが、中学生にとって独占禁止法の役

割について学ぶ機会はなかなかありませ

ん。こうした中、公正取引委員会及び公

正取引室は、将来、社会人として経済活

動に参加する中学生などに対し、早い段

階で独占禁止法などの役割を理解しても

らうため、全国各地の中学校等に職員を

派遣し、「独占禁止法教室」を開催して

います。

　那覇中学校では241名の生徒が、「市

場経済」、「競争」、「独占」、「カル

テル」といったキーワードをもとに、生

徒が販売店役と消費者役に分かれて、販

売店同士が値引きや粗品を進呈するなど

の販売店同士が競争をすることによって

消費者にどのようなメリットがあるのか、

また、どのような事をすると法律違反に

なるのかなどについて、ゲームや身近な

事例を通して競争の重要性や独占禁止法

などの役割について学習しました。

　また、一部の生徒が審査官役となって

行われた独占禁止法に違反する疑いのあ

る企業に対する立入検査と関係者からの

事情聴取の実演では、カルテルの疑いの

ある企業の社長と当室の審査官との緊迫

したやりとりに、生徒たちも身を乗り出

して聞いていました。生徒からは「なぜ、

私的独占やカルテルをやってはいけない

かがよく分かった」、「実演を通して公

正取引委員会の仕事を理解することがで

きた」などの感想が寄せられました。

　なお、独占禁止法教室への講師派遣の

ご要望がありましたら、お気軽に当室ま

でご連絡ください。

総　務　部 中学校で「独占禁止法教室」を開催
～市場における競争の重要性を学ぶ～

11月３０日（月）、第２８回国有財
産沖縄地方審議会（会長：竹下勇夫）が、

那覇第２地方合同庁舎会議室で開催され

ました。沖縄総合事務局長から「豊見城

市に対し、財務省所管普通財産を瀬長島

地区公園事業用地（サンセットパーク）

として売払い及び無償貸付すること」に

ついて諮問が行われ、審議された結果、

諮問どおり処理することが適当である旨

の答申がありました。

　豊見城市は、瀬長島の南西側海岸沿い

に位置する国有地（13,924.40㎡）に

ついて、既存の公園（サンセットパー

ク）に編入し、駐車場、植栽、遊歩道を

整備する計画を策定しており、当該国有

地の取得を要望しておりました。

　当局としても、公用・公共用優先の観

点から本財産を豊見城市の公園用地とし

て有効に活用するために処分することは

適当であるとして、諮問を行ったもので

す。なお、委員から、「豊見城市は、駐

車場等の整備については瀬長島全体の利

用計画の中で検討していただきたい」旨

の意見が出されました。

　今後は、豊見城市に対して当該国有地

の３分の１を時価売払、３分の２を無償

貸付により処理することにより、公園と

して整備が図られ、県民の憩いの場とし

て有効に活用されることとなります。

財　務　部

Sou
mub
u

○独占禁止法教室に関する問い合わせ

　公正取引室

　内閣府沖縄総合事務局総務部

　那覇市おもろまち２－１－１

　那覇第２地方合同庁舎２号館６階

　TEL０９８－８６６－００４９

国有財産沖縄地方審議会を開催 Zaim
ubu

※認証取得の効果
・燃費の向上
・交通事故件数の減少
・車両故障件数の減少
・職場の活性化、従業員の士気向上
・国土交通省等のホームページにおける事業者名の公表
・ロゴマークの使用
・交通エコロジー・モビリティ財団からの環境保全活動に
　関する情報提供や指導・助言
・顧客や取引先企業へのアピール
・低金利融資制度等の適用

熱心に講義を聴く受講者

交通エコロジー・モビリティ財団加藤信次部長による講義
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新エネ百選や次世代エネルギーパーク
の推進等、管内ではエネルギーや環境に関

する取組が数多く行われています。

　そのような中、沖縄本島北部地域の活性

化に向けて、「新エネルギー事業導入促進

セミナー・イン名護市」 と銘打ち、セミナー

が開催されました。 

　当局とＮＥＤＯ九州支部が、名護市等と

の共催で、11月30日（月）名護市民会館

において開催いたしましたが、 基調講演と

して東京工業大学統合研究院教授 柏木孝

夫氏から「新政権下で加速される新エネル

ギー政策」と題し、ご講演いただきました。

当日参加された方からは、最新の内容で興

味深かった等の意見がアンケートに寄せら

れました。 

　当部からは、「我が国のエネルギー情勢」

の講演と共に、「次世代エネルギーパーク」

認定地域等から３地域（福岡県大木町、沖

縄県宮古島市、沖縄県糸満市）の新エネ導

入事例報告を行いました。

　セミナー会場内には、「新エネ百選」パネ

ルを展示し、120名の参加者に新エネ事

業への関心を高めていただきましたが、各

自治体の真剣に取り組む姿勢が伝わり、非

常に意義深いセミナーとなりました。

　翌12月1日（火）には、現地研修会として、

楚州風力発電所（1800KW×2基）の視察

も行われ、新エネルギー導入に関する理解

を深めていただきました。

経済産業部 新エネルギー事業導入促進セミナー開催

平成21年11月21日（土）及び22日
（日）の２日間にわたり那覇港湾・空港

整備事務所にて建設中の那覇港沈埋トン

ネル内で那覇港海底わくわくウォークを

開催いたしました。当該トンネルは、臨

港道路空港線として整備しているもので、

那覇港と背後都市や那覇空港との輸送を

強化することを目的に平成８年から工事

を着手しており、平成２２年度末の供用

開始を予定しています。供用開始後は自

動車専用道路となることから、一般歩行

者の通行はできなくなるため、供用開始

前にトンネル内を広く一般に開放するこ

とになりました。一般開放に先立ち、初

日には一般開放開始式が執り行われ、竹

澤正明沖縄総合事務局長の挨拶に始まり、

下地幹郎衆議院議員、糸数慶子参議院議

員、喜納昌吉参議院議員、島尻安伊子参

議院議員及び仲井眞沖縄県知事の来賓挨

拶のあと、小学生９名を含む１８名でテ

ープカットのセレモニーが執り行われま

した。その後、若狭小学校の音楽部によ

る演奏をバックに、ウォーキングが開始

され、式典参加者がトンネル内を一斉に

歩き出しました。２日間の来場者数は、

予想を大幅に上回る総勢9156人で、各

自それぞれのペースでトンネル内のウォ

ーキングを楽しんだり、トンネル内に設

置されている工事内容のパネルや模型及

び工事の記録映像を鑑賞し、熱心に説明

スタッフに質問するなど当該施設の役割、

重要性を認識していました。来場者は一

様に「すごい」、「大きい」、「すばら

しい」と感動していました。

開発建設部 那覇港海底わくわくウォーク（那覇港沈埋トンネル
　　一般開放　　）開催

kyokuno     Ugoki
総務
部

財務
部

経済
産業
部

Keiz
aisa
ngy
o

開発
建設
部

運輸
部

農林
水産
部

Kaiha
tsuke

nsets
u

11月6日（金）、那覇第２地方合同庁
舎において県内各金融機関（地域銀行、信

用金庫、労働金庫）の担当者を対象に、「疑

わしい取引」の届出についての研修会を開

催しました。

　「疑わしい取引」の届出制度は、マネー・

ローンダリングを防止するための対策の一

つであり、金融機関等から犯罪収益に係る

取引に関する情報を集めて捜査に役立て

ることを目的とする制度ですが、他方で、金

融機関等のサービスが犯罪者によって利

用されることを防止し、金融機関や金融シ

ステムの健全性及びこれらに対する信頼を

確保しようとする制度でもあります。

　当日は、警察庁刑事局組織犯罪対策部

折田課長補佐から、「疑わしい取引」の届出

状況や業態別の届出理由、「疑わしい取

引」に関する情報の犯罪捜査等への具体

的な活用方法について、また、金融庁監督

局総務課井上係長からは、「疑わしい取引」

の届出を行う際の留意事項等について説

明が行われ、参加者は熱心に聞き入ってい

ました。

財　務　部 「疑わしい取引」の届出研修会を開催

中小企業者が金融機関から資金を
スムーズに調達できるようにするため、

財務部では、中小企業の特性に留意した

「金融検査マニュアル別冊〔中小企業融

資編〕」の説明会を実施しています。

　今年度は、税理士・公認会計士で組織

するＴＫＣ会員が行うセミナーを中心に

説明会を実施することとしており、第１

弾として１１月６日に石垣市の税理士事

務所が主催する中小企業者向けセミナー

において説明会を行いました。

　説明会では、中小企業が金融機関から

高く評価され資金がスムーズに調達でき

るためのポイントについて事例を紹介し

ながら説明を行うとともに、中小企業の

資金繰り支援のために金融庁が昨年から

見直しを進めている貸出条件の緩和措置

についても説明を行いました。

　当日は３７名の中小企業の方々が参加

し、説明に熱心に聞き入っていました。

参加者からは「これからの資金調達に役

立てたい」、「これからもこのような説

明会を開催してほしい」といった意見が

聞かれました。

財　務　部 「金融検査マニュアル別冊」説明会を開催

Zaim
ubu

Zaim
ubu

名護市長のご挨拶の様子

【臨港道路空港線】
ルート：若狭ＩＣ～那覇水路～
　　　　空港ＩＣ
延　長：3ｋｍ
　　　（トンネル部：724ｍ）
車線数：6車線（片側3車線）
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の推進等、管内ではエネルギーや環境に関

する取組が数多く行われています。

　そのような中、沖縄本島北部地域の活性

化に向けて、「新エネルギー事業導入促進

セミナー・イン名護市」 と銘打ち、セミナー

が開催されました。 

　当局とＮＥＤＯ九州支部が、名護市等と

の共催で、11月30日（月）名護市民会館

において開催いたしましたが、 基調講演と

して東京工業大学統合研究院教授 柏木孝

夫氏から「新政権下で加速される新エネル

ギー政策」と題し、ご講演いただきました。

当日参加された方からは、最新の内容で興

味深かった等の意見がアンケートに寄せら

れました。 

　当部からは、「我が国のエネルギー情勢」

の講演と共に、「次世代エネルギーパーク」

認定地域等から３地域（福岡県大木町、沖

縄県宮古島市、沖縄県糸満市）の新エネ導

入事例報告を行いました。

　セミナー会場内には、「新エネ百選」パネ

ルを展示し、120名の参加者に新エネ事

業への関心を高めていただきましたが、各

自治体の真剣に取り組む姿勢が伝わり、非

常に意義深いセミナーとなりました。

　翌12月1日（火）には、現地研修会として、

楚州風力発電所（1800KW×2基）の視察

も行われ、新エネルギー導入に関する理解

を深めていただきました。

経済産業部 新エネルギー事業導入促進セミナー開催

平成21年11月21日（土）及び22日
（日）の２日間にわたり那覇港湾・空港

整備事務所にて建設中の那覇港沈埋トン

ネル内で那覇港海底わくわくウォークを

開催いたしました。当該トンネルは、臨

港道路空港線として整備しているもので、

那覇港と背後都市や那覇空港との輸送を

強化することを目的に平成８年から工事

を着手しており、平成２２年度末の供用

開始を予定しています。供用開始後は自

動車専用道路となることから、一般歩行

者の通行はできなくなるため、供用開始

前にトンネル内を広く一般に開放するこ

とになりました。一般開放に先立ち、初

日には一般開放開始式が執り行われ、竹

澤正明沖縄総合事務局長の挨拶に始まり、

下地幹郎衆議院議員、糸数慶子参議院議

員、喜納昌吉参議院議員、島尻安伊子参

議院議員及び仲井眞沖縄県知事の来賓挨

拶のあと、小学生９名を含む１８名でテ

ープカットのセレモニーが執り行われま

した。その後、若狭小学校の音楽部によ

る演奏をバックに、ウォーキングが開始

され、式典参加者がトンネル内を一斉に

歩き出しました。２日間の来場者数は、

予想を大幅に上回る総勢9156人で、各

自それぞれのペースでトンネル内のウォ

ーキングを楽しんだり、トンネル内に設

置されている工事内容のパネルや模型及

び工事の記録映像を鑑賞し、熱心に説明

スタッフに質問するなど当該施設の役割、

重要性を認識していました。来場者は一

様に「すごい」、「大きい」、「すばら

しい」と感動していました。

開発建設部 那覇港海底わくわくウォーク（那覇港沈埋トンネル
　　一般開放　　）開催
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11月6日（金）、那覇第２地方合同庁
舎において県内各金融機関（地域銀行、信

用金庫、労働金庫）の担当者を対象に、「疑

わしい取引」の届出についての研修会を開

催しました。

　「疑わしい取引」の届出制度は、マネー・

ローンダリングを防止するための対策の一

つであり、金融機関等から犯罪収益に係る

取引に関する情報を集めて捜査に役立て

ることを目的とする制度ですが、他方で、金

融機関等のサービスが犯罪者によって利

用されることを防止し、金融機関や金融シ

ステムの健全性及びこれらに対する信頼を

確保しようとする制度でもあります。

　当日は、警察庁刑事局組織犯罪対策部

折田課長補佐から、「疑わしい取引」の届出

状況や業態別の届出理由、「疑わしい取

引」に関する情報の犯罪捜査等への具体

的な活用方法について、また、金融庁監督

局総務課井上係長からは、「疑わしい取引」

の届出を行う際の留意事項等について説

明が行われ、参加者は熱心に聞き入ってい

ました。

財　務　部 「疑わしい取引」の届出研修会を開催

中小企業者が金融機関から資金を
スムーズに調達できるようにするため、

財務部では、中小企業の特性に留意した

「金融検査マニュアル別冊〔中小企業融

資編〕」の説明会を実施しています。

　今年度は、税理士・公認会計士で組織

するＴＫＣ会員が行うセミナーを中心に

説明会を実施することとしており、第１

弾として１１月６日に石垣市の税理士事

務所が主催する中小企業者向けセミナー

において説明会を行いました。

　説明会では、中小企業が金融機関から

高く評価され資金がスムーズに調達でき

るためのポイントについて事例を紹介し

ながら説明を行うとともに、中小企業の

資金繰り支援のために金融庁が昨年から

見直しを進めている貸出条件の緩和措置

についても説明を行いました。

　当日は３７名の中小企業の方々が参加

し、説明に熱心に聞き入っていました。

参加者からは「これからの資金調達に役

立てたい」、「これからもこのような説

明会を開催してほしい」といった意見が

聞かれました。

財　務　部 「金融検査マニュアル別冊」説明会を開催

Zaim
ubu

Zaim
ubu

名護市長のご挨拶の様子

【臨港道路空港線】
ルート：若狭ＩＣ～那覇水路～
　　　　空港ＩＣ
延　長：3ｋｍ
　　　（トンネル部：724ｍ）
車線数：6車線（片側3車線）
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平成２１年１１月１日（日）に北部ダム事
務所が大宜味村の大保川で建設を進めて

いる大保ダムで２００９「森にまなぼう」プロ

ジェクト in 大宜味村（主催：「森にまなぼ

う」プロジェクト大宜味村実行委員会）が開

催され、村内外から約５００名の参加者を

集め植樹祭などが行われました。

　同プロジェクトは２００６年から国頭村で

行われてきましたが、今回は大宜味村での

開催となり、「水資源保全と地球温暖化防

止活動の一環として、次世代を担う子ども

たちに自然保護の大切さを、植樹・育樹を

通して体験する機会を提供し、環境教育の

推進を図る。また、大保ダム建設事業に伴

い、北部ダム事務所との連携により、地区

内へ大宜味村の特色を活かした植樹を行

い、環境、観光、教育プログラムに繋げる取

組とする。」ことを趣旨として開催されたも

のです。

　当日は時折強い雨が降る中、くわやスコ

ップを使ってサプライズゲストのサッカー

元日本代表の中田英寿さんらとともに、大

宜味村の村木であるシークヮーサーやツ

バキ５００本を植樹しました。記念植樹の後

は、水資源の保全と地球温暖化を題材とし

たエコロジークイズ大会や子供たちと５名

のサッカー元日本代表とのミニサッカーゲ

ームなどが行われました。ミニサッカーゲ

ームでは、ハイレベルの技に歓声が上がり、

子供たちの一生懸命なプレーに拍手が送

られていました。

　現在、大保ダムでは、来年度の完成を目

指しダムの安全性などを最終確認するた

め試験的にダムに水を貯めているところで

すが、並行してダム周辺では、工事ヤード跡

地を利用した芝生広場やビオトープなどの

環境整備を進めているところです。ダムが

完成した暁には、水源地域の方々と連携を

図り、ダム湖を中心とするこれらダム周辺

のオープンスペースの活用を進め、今回の

プロジェクトのような地域の活性化に繋が

る取組を積極的に応援していきたいと考

えています。

開発建設部 大保ダムで２００９「森にまなぼう」プロジェクト in 大宜味村を開催

南部国道事務所では、国道３３１号南城
市佐敷地区の改良事業を実施するにあた
り、地元住民等の声を事業へ反映させるた

めに、平成２１年１１月２５日に地元自治会
や馬天小学校職員及びＰＴＡ、南城市、与那
原警察署の関係者と協働で津波古交差点
から新里南交差点までの約１．６ｋｍの区間

において徒歩による「道路の交通安全点
検」を実施しました。
　今回の安全点検実施区間は、歩道幅員
が狭隘な箇所や右折帯が設置されていな
い交差点があり、地元からも交通安全性の
向上、交通渋滞の緩和、沿道環境の改善を
図るために道路改良の早期実現について
の要請が寄せられています。
　また、去る平成２１年６月２２日には、路線
バスと自転車との接触事故が発生し、小学
生が犠牲になっております。
　安全点検後の意見交換会において、参
加者から、①歩道幅員を広くしてほしい、②
視認性の悪いカーブを改善してほしい、③
歩道が途切れている箇所に危険周知の標
識を設置してほしい等の要望をいただきま
した。安全点検でいただいた要望等につい
ては、内容を精査し、対応可能な要望につ
いては、今後の改良事業へ反映させたいと
考えております。

開発建設部 国道３３１号南城市佐敷地区において「道路の交通安全点検」を実施

「特定地域における一般乗用旅客自動車
運送事業の適正化及び活性化に関する特

別措置法（平成21年法律第64号）」が、

平成21年10月１日に施行されました。

この法律に基づき、供給過剰の進行等に

よりタクシーが地域公共交通としての機

能を十分に発揮できていない地域として、

沖縄本島地域を含む全国141地域が、

「特定地域」として指定されました。特

定地域においては、地域の関係者により

組織される協議会が「地域計画」を作成

し、タクシー事業の適正化・活性化の推

進に向けて総合的・一体的に取り組むこ

ととし、タクシー事業者は、「地域計

画」に即してタクシー事業の適正化・活

性化に資する取組を実施するための「特

定事業計画」を作成することとしており

ます。

　これを踏まえ、去る

10月27日に、「沖縄

本島地域タクシー適正

化活性化協議会（会

長：勝山潔沖縄総合事

務局運輸部長、事務局

長：金城宏孝(社)沖縄

県ハイヤー・タクシー

協会会長）」が開催さ

れました。会議では、

沖縄総合事務局運輸部

より、沖縄本島地域におけるタクシー事

業の現状と問題点について説明があった

後、各委員より、様々な意見が出され、

活発な議論が行われました。今後、「地

域計画」の作成等に向け、数回開催され

る予定となっており、作成された「地域

計画」及び「特定事業計画」に基づき、

タクシー事業の適正化及び活性化に資す

る取組が実施されることとなります。

運　輸　部 「沖縄本島地域タクシー適正化活性化協議会」を開催

大量の輸送需要が発生し、輸送機関
等に人流・物流が集中する年末年始は、

ひとたび事故等が発生した場合には大き

な被害となることが予想されます。

　このため、陸・海にわたる輸送機関等

について、運輸安全一括法の趣旨を踏ま

えた経営トップを含む幹部の強いリーダ

ーシップの下での自主点検等を通じた安

全性の向上を図るため、「年末年始の輸

送等に関する安全総点検」を平成２１年

１２月１０日から平成２２年１月１０日

まで実施しました。

　沖縄総合事務局運輸部では、今年度の

重点点検事項を①事故・事件等発生時の

乗客等の安全確保のための通報・連絡・

指示体制整備・構築状況、②危険物輸送

及び乗客による危険物の持込みを管理す

るための体制整備状況、③テロ防止のた

めの警戒体制及びテロ発生時の通報・連

絡・指示体制の整備状況（特に近年新た

に講じたもの）、④旅客等及び職場にお

ける新型インフルエンザ感染防止体制の

整備状況とし、点検時に特に留意するこ

ととしました。

　具体的には、モノレール、バス、タク

シー、トラック及びターミナル事業者等

陸上交通関係、旅客定期航路事業者等船

舶関係、政府登録ホテル等宿泊施設関係

及び第一種旅行業者に対して、自主点検

を適切に実施するよう指導を行ったほか、

期間内に職員による立入検査も同時に実

施し、点検において発見された不備事項

については、早急な改善を指示・指導し

ました。

運　輸　部 平成２１年度　年末年始の輸送等に関する安全総点検の実施

Uny
ubu

Uny
ubu

運輸部長による沖縄都市モノレール（株）への査察（那覇空港駅） 地元住民と点検している様子

新里南交差点

津波古南交差点

津波古交差点

調
査
対
象
区
間

新里交差点

約 1.6km

南城市佐敷地区

調査平面図

kaiha
tsuke

nsets
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u
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務所が大宜味村の大保川で建設を進めて

いる大保ダムで２００９「森にまなぼう」プロ

ジェクト in 大宜味村（主催：「森にまなぼ

う」プロジェクト大宜味村実行委員会）が開

催され、村内外から約５００名の参加者を

集め植樹祭などが行われました。

　同プロジェクトは２００６年から国頭村で

行われてきましたが、今回は大宜味村での

開催となり、「水資源保全と地球温暖化防

止活動の一環として、次世代を担う子ども

たちに自然保護の大切さを、植樹・育樹を

通して体験する機会を提供し、環境教育の

推進を図る。また、大保ダム建設事業に伴

い、北部ダム事務所との連携により、地区

内へ大宜味村の特色を活かした植樹を行

い、環境、観光、教育プログラムに繋げる取

組とする。」ことを趣旨として開催されたも

のです。

　当日は時折強い雨が降る中、くわやスコ

ップを使ってサプライズゲストのサッカー

元日本代表の中田英寿さんらとともに、大

宜味村の村木であるシークヮーサーやツ

バキ５００本を植樹しました。記念植樹の後

は、水資源の保全と地球温暖化を題材とし

たエコロジークイズ大会や子供たちと５名

のサッカー元日本代表とのミニサッカーゲ

ームなどが行われました。ミニサッカーゲ

ームでは、ハイレベルの技に歓声が上がり、

子供たちの一生懸命なプレーに拍手が送

られていました。

　現在、大保ダムでは、来年度の完成を目

指しダムの安全性などを最終確認するた

め試験的にダムに水を貯めているところで

すが、並行してダム周辺では、工事ヤード跡

地を利用した芝生広場やビオトープなどの

環境整備を進めているところです。ダムが

完成した暁には、水源地域の方々と連携を

図り、ダム湖を中心とするこれらダム周辺

のオープンスペースの活用を進め、今回の

プロジェクトのような地域の活性化に繋が

る取組を積極的に応援していきたいと考

えています。

開発建設部 大保ダムで２００９「森にまなぼう」プロジェクト in 大宜味村を開催

南部国道事務所では、国道３３１号南城
市佐敷地区の改良事業を実施するにあた
り、地元住民等の声を事業へ反映させるた

めに、平成２１年１１月２５日に地元自治会
や馬天小学校職員及びＰＴＡ、南城市、与那
原警察署の関係者と協働で津波古交差点
から新里南交差点までの約１．６ｋｍの区間

において徒歩による「道路の交通安全点
検」を実施しました。
　今回の安全点検実施区間は、歩道幅員
が狭隘な箇所や右折帯が設置されていな
い交差点があり、地元からも交通安全性の
向上、交通渋滞の緩和、沿道環境の改善を
図るために道路改良の早期実現について
の要請が寄せられています。
　また、去る平成２１年６月２２日には、路線
バスと自転車との接触事故が発生し、小学
生が犠牲になっております。
　安全点検後の意見交換会において、参
加者から、①歩道幅員を広くしてほしい、②
視認性の悪いカーブを改善してほしい、③
歩道が途切れている箇所に危険周知の標
識を設置してほしい等の要望をいただきま
した。安全点検でいただいた要望等につい
ては、内容を精査し、対応可能な要望につ
いては、今後の改良事業へ反映させたいと
考えております。

開発建設部 国道３３１号南城市佐敷地区において「道路の交通安全点検」を実施

「特定地域における一般乗用旅客自動車
運送事業の適正化及び活性化に関する特

別措置法（平成21年法律第64号）」が、

平成21年10月１日に施行されました。

この法律に基づき、供給過剰の進行等に

よりタクシーが地域公共交通としての機

能を十分に発揮できていない地域として、

沖縄本島地域を含む全国141地域が、

「特定地域」として指定されました。特

定地域においては、地域の関係者により

組織される協議会が「地域計画」を作成

し、タクシー事業の適正化・活性化の推

進に向けて総合的・一体的に取り組むこ

ととし、タクシー事業者は、「地域計

画」に即してタクシー事業の適正化・活

性化に資する取組を実施するための「特

定事業計画」を作成することとしており
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　これを踏まえ、去る

10月27日に、「沖縄
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れました。会議では、
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より、沖縄本島地域におけるタクシー事

業の現状と問題点について説明があった

後、各委員より、様々な意見が出され、

活発な議論が行われました。今後、「地

域計画」の作成等に向け、数回開催され

る予定となっており、作成された「地域
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る取組が実施されることとなります。
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大量の輸送需要が発生し、輸送機関
等に人流・物流が集中する年末年始は、

ひとたび事故等が発生した場合には大き

な被害となることが予想されます。
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まで実施しました。

　沖縄総合事務局運輸部では、今年度の

重点点検事項を①事故・事件等発生時の

乗客等の安全確保のための通報・連絡・

指示体制整備・構築状況、②危険物輸送
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るための体制整備状況、③テロ防止のた

めの警戒体制及びテロ発生時の通報・連
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に講じたもの）、④旅客等及び職場にお

ける新型インフルエンザ感染防止体制の

整備状況とし、点検時に特に留意するこ

ととしました。

　具体的には、モノレール、バス、タク

シー、トラック及びターミナル事業者等

陸上交通関係、旅客定期航路事業者等船

舶関係、政府登録ホテル等宿泊施設関係
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運　輸　部 平成２１年度　年末年始の輸送等に関する安全総点検の実施

Uny
ubu

Uny
ubu

運輸部長による沖縄都市モノレール（株）への査察（那覇空港駅） 地元住民と点検している様子
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津波古南交差点
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調
査
対
象
区
間
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調査平面図
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（「ゆいレール」いろいろ再発見の答え：２社（タイヤの特性に応じて使い分けています。））
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京
都
が
17
、
新
潟
は
15
、
東
京
と

沖
縄
は
13
、
大
分
が
1
、
北
海
道

に
は
無
く
、
全
国
で
は
2
1
1
。

こ
れ
は
何
を
表
す
数
字
か
、
ご
存

じ
の
方
は
い
ま
す
か
？

　
正
解
は
平
成
21
年
4
月
現
在
で

の
経
済
産
業
省
が
指
定
す
る
「
伝

統
的
工
芸
品
の
数
」
で
す
。

　

一
般
的
に
伝
統
工
芸
な
ど
と
呼
ば
れ
る
こ

と
の
多
い
伝
統
的
工
芸
品
で
す
が
、「
工
芸

品
の
特
長
と
な
っ
て
い
る
原
材
料
や
技
術
・

技
法
の
主
要
な
部
分
が
今
日
ま
で
継
承
さ
れ

て
い
て
、
さ
ら
に
、
そ
の
持
ち
味
を
維
持
し

な
が
ら
も
、
産
業
環
境
に
適
す
る
よ
う
に
改

良
を
加
え
た
り
、
時
代
の
需
要
に
即
し
た
製

品
作
り
が
さ
れ
て
い
る
」
も
の
で
あ
り
、
次

の
要
件
を
兼
ね
備
え
た
も
の
で
あ
る
と
認
め

ら
れ
た
も
の
を
経
済
産
業
省
が
指
定
い
た
し

ま
す
。

　

昨
年
は
、後
半
雨
に
泣
か
さ
れ
ま
し
た
が
、

今
年
は
4
日
間
に
わ
た
り
好
天
気
で
、
大
勢

の
お
客
様
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　

平
成
18
年
度
か
ら
の
開
催
を
壺
屋
小
学
校

で
行
っ
て
い
る
同
イ
ベ
ン
ト
で
す
が
、
今
年

も
多
く
の
壺
屋
焼
フ
ァ
ン
が
押
し
か
け
、
通

常
よ
り
２
～
３
割
安
く
な
っ
た
商
品
を
吟
味

し
、
お
気
に
入
り
の
一
品
を
持
ち
帰
る
姿
が

多
く
見
ら
れ
ま
し
た
。
恒
例
の
オ
ー
ク
シ
ョ

ン
で
は
、
30
点
近
い
数
の
陶
器
が
出
品
さ

れ
、
地
元
の
方
々
に
交
じ
っ
て
、
外
国
人
や

本
土
の
方
々
も
大
き
な
声
で
値
を
つ
け
る
な

ど
、
安
く
落
札
出
来
た
方
、
今
年
も
落
と
せ

な
か
っ
た
方
、
悲
喜
こ
も
ご
も
の
イ
ベ
ン
ト

と
な
り
ま
し
た
。

伝統工芸とのふれあい

　
「
沖
縄
の
心　

手
技
の
世
界
！
」

を
テ
ー
マ
に
開
催
さ
れ
た
沖
縄
工
芸
ふ
れ
あ

い
広
場
は
、
今
回
で
16
回
を
数
え
、
今
回
は

那
覇
市
の
ど
真
ん
中
「
那
覇
市
ぶ
ん
か
テ
ン

ブ
ス
館
」
を
会
場
に
様
々
な
催
し
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

琉
球
漆
器
、
琉
球
び
ん
が
た
や
首
里
織
・

琉
球
絣
等
の
伝
統
的
な
染
め
織
り
の
他
、
豊

見
城
市
ウ
ー
ジ
染
め
、
琉
球
ガ
ラ
ス
等
、
戦

後
に
誕
生
し
た
工
芸
品
の
展
示
や
、
体
験

コ
ー
ナ
ー
も
設
け
ら
れ
、
観
光
客
の
方
や
親

子
連
れ
の
方
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
地
域
と
の
連
携
を
考
え
、
与
儀
公

園
か
ら
壺
屋
小
学
校
に
会
場
を
移
し
た
「
壺

屋
陶
器
ま
つ
り
」
は
、
今
回
で
第
30
回
と
な

り
ま
し
た
。

　

こ
こ
で
、
伝
統
的
…
と
あ
り
ま
す
が
、
お

よ
そ
1
0
0
年
間
以
上
の
「
継
続
」
を
意

味
し
、
産
地
形
成
に
つ
い
て
は
、
10
企
業
以

上
ま
た
は
30
人
以
上
が
想
定
さ
れ
て
い
る
た

め
、
先
の
大
戦
で
多
く
の
犠
牲
者
を
出
し
た

沖
縄
県
に
お
い
て
は
、
技
術
（
者
）
が
途
絶

え
て
し
ま
っ
た
も
の
も
あ
り
、
伝
統
的
工
芸

品
と
し
て
の
指
定
を
受
け
ら
れ
な
い
も
の
も

多
く
あ
る
よ
う
で
す
。

 

　

こ
れ
と
は
別
に
、
沖
縄
県
独
自
に
定
め
た

「
県
伝
統
工
芸
製
品
」
も
あ
り
ま
す
が
、
平

成
21
年
11
月
現
在
、
24
品
目
が
指
定
さ
れ
て

お
り
、1
9
9
8
年
以
来
11
年
振
り
に
、「
知

花
花
織
」
が
指
定
に
向
け
動
い
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
こ
れ
ら
の
伝
統
的
工
芸
品
や
伝
統

工
芸
製
品
は
、
な
か
な
か
身
近
な
と
こ
ろ
で

接
す
る
機
会
が
少
な
い
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る

と
思
い
ま
す
が
、
今
年
度
も
、
年
に
一
度
の

「
沖
縄
工
芸
ふ
れ
あ
い
広
場
」（
11
月
21
日
～

22
日
）、「
壺
屋
陶
器
ま
つ
り
」（
11
月
20
日

～
23
日
）
が
、那
覇
市
ぶ
ん
か
テ
ン
ブ
ス
館
、

壺
屋
小
学
校
を
会
場
に
、開
催
さ
れ
ま
し
た
。

赤が鮮やかな壺屋焼の作品

壺屋のチブルシーサー

しっかりとした面構えのシーサー

工芸ふれあい広場
オープニング
セレモニー

色鮮やかな
琉球ガラス

 

１
．�

主
と
し
て
日
常
生
活
で
使
わ

れ
る
も
の

２
．�

製
造
過
程
の
主
要
部
分
が
手

作
り

３
．�

伝
統
的
技
術
ま
た
は
技
法
に

よ
っ
て
製
造

４
．�

伝
統
的
に
使
用
さ
れ
て
き
た

原
材
料

５
．
一
定
の
地
域
で
産
地
を
形
成

 

（
用
語
）

県
伝
統
工
芸
製
品
県
伝
統
工
芸
産
業

振
興
条
例
に
基
づ
き
県
が
指
定
す

る
。

指
定
要
件
は

⑴
日
常
生
活
で
使
用

⑵
製
造
過
程
の
主
要
部
分
が

　

手
工
業
的

⑶
お
お
む
ね
80
年
以
上
の
歴
史
を

　

有
す
る
技
術
、
技
法
で
製
造

⑷
伝
統
的
な
原
材
料
を
使
用

⑸
一
定
地
域
の
少
数
で

　

製
造
す
る
こ
と
。

4階

◆産地コーナー（宮古上布／八重山ミンサー<竹富>／読谷山花織・ミンサー／久米島紬／与那国織／
　　　　　　　　豊見城市ウージ染め）　　　　
◆小規模団体コーナー（やまあい工房／八重山花織組合）
◆着付コーナー　　　　　
◆ミニステージ

3階
◆産地コーナー（喜如嘉の芭蕉布／琉球絣／八重山上布・ミンサー<石垣>／琉球ガラス）
◆呈茶コーナー
◆工芸品と花展とのコラボレーションコーナー

2階
◆産地コーナー（首里織／琉球びんがた／琉球漆器）
◆体験コーナー（織物＜首里織／琉球絣／読谷山花織>／陶器／びんがた／漆器）
◆コリドールミニイベントコーナー

1階 ◆１階広場ステージ　（ラジオ出前放送／Ｌｉｖｅ／琉球舞踊、ハワイアンフラ　等）

B1階 地下有料駐車場

那覇市ぶんかテンブス館　展示・イベント開催状況
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2010

　内
閣
府
で
は
、
現
行
の
沖
縄
振
興
計
画

後
を
展
望
し
た
今
後
の
沖
縄
振
興
の
あ
り

方
に
つ
い
て
、
沖
縄
振
興
審
議
会
に
お
い

て
調
査
審
議
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

沖
縄
振
興
特
別
措
置
法
及
び
沖
縄
振
興

計
画
に
つ
い
て
は
、
そ
の
期
限
が
残
り
３

年
を
切
り
、
こ
れ
ま
で
実
施
し
て
き
た
施

策
・
事
業
に
つ
い
て
検
証
を
行
う
と
と
も

に
、
検
証
を
踏
ま
え
た
今
後
の
沖
縄
振
興

の
あ
り
方
の
検
討
を
行
う
こ
と
が
重
要
な

課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

●

　

こ
う
し
た
中
で
、
平
成
21
年
５
月
に
開

催
さ
れ
た
沖
縄
振
興
審
議
会
に
お
い
て
、

伊
藤
元
重
会
長
の
下
、
現
行
計
画
後
の
沖

縄
振
興
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
調
査
審
議

を
行
う
こ
と
が
決
定
さ
れ
、
個
別
テ
ー
マ

に
つ
い
て
は
、
総
合
部
会
専
門
委
員
会
を

中
心
に
調
査
審
議
を
進
め
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

　

こ
の
決
定
を
踏
ま
え
、
平
成
21
年
６
月

の
第
１
回
専
門
委
員
会
で
は
、
具
体
的
な

議
論
の
進
め
方
に
つ
い
て
決
定
す
る
と
と

も
に
、
沖
縄
科
学
技
術
大
学
院
大
学
キ
ャ

ン
パ
ス
予
定
地
や
普
天
間
飛
行
場
の
現
地

視
察
を
行
い
ま
し
た
。

　

９
月
に
行
わ
れ
た
第
２
回
専
門
委
員
会

で
は
、
「
自
立
型
経
済
構
築
に
向
け
た
産

業
振
興
・
雇
用
問
題
」
を
テ
ー
マ
に
、
観

光
、
情
報
通
信
、
農
業
等
の
産
業
振
興
の

課
題
や
雇
用
を
巡
る
問
題
点
に
つ
い
て
、

幅
広
い
観
点
か
ら
議
論
を
行
い
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
11
月
に
行
わ
れ
た
第
３
回
専

門
委
員
会
で
は
、
「
環
境
、
県
民
生
活
、

文
化
、
科
学
技
術
、
人
材
育
成
、
国
際
交

流
」
を
テ
ー
マ
に
、
沖
縄
の
貴
重
な
自
然

や
豊
か
な
文
化
を
沖
縄
振
興
の
上
で
ど
う

位
置
づ
け
て
い
く
べ
き
か
な
ど
、
活
発
な

意
見
交
換
が
行
わ
れ
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

今
後
の
当
面
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と
し
て

は
、
平
成
21
年
度
中
に
「
離
島
、
社
会
資

本
整
備
、
跡
地
利
用
」
を
テ
ー
マ
に
、
第

４
回
専
門
委
員
会
を
開
催
す
る
予
定
で
す
。

　

な
お
、
専
門
委
員
会
は
原
則
、
沖
縄
総

合
事
務
局
内
で
行
っ
て
お
り
、
一
般
の

方
々
に
も
公
開
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
過

去
の
会
議
資
料
や
議
事
録
な
ど
は
、

◉
内
閣
府
Ｈ
Ｐ

（http://w
w
w
8.cao.go.jp/okinaw

a/

）

に
公
表
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
関
心
の
あ

る
方
は
ど
う
ぞ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●

　

内
閣
府
と
し
て
は
、
今
回
ご
紹
介
し
た

審
議
会
の
議
論
や
沖
縄
振
興
総
合
調
査
な

ど
に
よ
る
施
策
・
事
業
の
評
価
を
通
じ
て
、

沖
縄
振
興
計
画
の
成
果
や
課
題
に
つ
い
て

検
証
を
行
っ
て
い
く
予
定
で
す
。

お
知
ら
せ

Naikakufu Dayori

M
uribushi

内閣府だより
i
n
f
o
r
m
a
t
i
o
n

専門委員会における調査審議の様子

現地視察の様子
（沖縄科学技術大学院大学キャンパス予定地）

─現行の沖縄振興計画後を展望した
　　　　　　　今後の沖縄振興のあり方について─

　経済産業省資源エネルギー庁では、省エネルギーについてのメッセージを託したポス
ターを募集しています。「省エネはなぜ必要？」「省エネのためにわたしたちができること
は？」・・・・そんな思いを大勢の仲間によびかけるつもりで絵にしてください。（冬に限らず、
いろいろな季節の省エネルギーを描いてください。）

　◉応募資格 ： 小学生・中学生 
　◉募集内容 ： 省エネをテーマにしたポスター作品を募集。
　　　　　　　（ポスターには省エネ標語(創作自由)を入れること）
　　　　　　　※小学校3年生以下は省エネ標語を入れなくても可。 
　◉応募締切 ： 平成22年1月20日(水)必着
　　　　　　　（応募は環金武湾地球温暖化対策地域協議会にて受付） 
　◉審査結果 ： 平成22年3月発表予定 
　◉表　　　彰 ： 平成22年3月(予定) 

平成２１年度
省エネルギーポスターコンクールに応募してみませんか？

　平成20年5月に改正省エネ法が公布され、平成22年4月の施行が予定されています。従
来の工場・事業場単位の規制から事業者（企業）単位の規制に変更されるとともに、コンビ
ニエンスストアなどフランチャイズチェーン事業等についても、全体として一定量以上のエ
ネルギーを使用する規模であればその本部が規制対象となるなど、大きな改正内容となっ
ています。
　シンポジウム（実務編）の受講者につきましては、改正省エネ法により新たに特定事業者
に指定されることが想定される法人の方や現行省エネ法により、既にエネルギー管理指定
工場・事業場に指定されている関係者の方、本社の方など広くご参加ください。

　◉開 催 日：平成２２年２月３日（水）１３：００～１７：００
　◉講演内容：○改正省エネ法（実務編）
　　　　　　　○温室効果ガス排出量算定・報告・公表制度
　　　　　　　○省エネ事例紹介

エネルギー使用合理化シンポジウム（実務編）
開催のお知らせ

【問い合わせ先】 財団法人　省エネルギーセンター　国民活動総括部 TEL：０３-５５４３-３１５５
 応募票のダウンロード▶http://www.eccj.or.jp/poscon09/index.html
　 環金武湾地球温暖化対策地域協議会
 「省エネポスターコンクール」沖縄地区事務局 TEL：０９８-９７７-８８７７

【問い合わせ先】 財団法人　省エネルギーセンター 産業・技術総括部  TEL：０３-５５４３-３０２０
 申込先▶http://www.eccj.or.jp/2009symposium/index.php
　 内閣府沖縄総合事務局経済産業部環境資源課　 TEL：０９８-８６６-１７５７
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ています。
　シンポジウム（実務編）の受講者につきましては、改正省エネ法により新たに特定事業者
に指定されることが想定される法人の方や現行省エネ法により、既にエネルギー管理指定
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【問い合わせ先】 財団法人　省エネルギーセンター　国民活動総括部 TEL：０３-５５４３-３１５５
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【問い合わせ先】 財団法人　省エネルギーセンター 産業・技術総括部  TEL：０３-５５４３-３０２０
 申込先▶http://www.eccj.or.jp/2009symposium/index.php
　 内閣府沖縄総合事務局経済産業部環境資源課　 TEL：０９８-８６６-１７５７
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